
●
Ⅱ
←

＆
■

■
こ
の

’
０
ザ
）

＋
』
●
訳
仔

宮
、
壹
一
４

ｌ
ｂ
干

し
声

』
■
ョ
▲
」
｝
■
‐
’
４
７
→

四
・
△
も
一
Ｊ
。

』
■
や
‐
》
■
凸

一
一
二
一
（

｜●」弟宇０）、■
■
壹
一
。
■
４
ｐ
ｂ
ｂＣ
Ｄ

》
０
｜
凸
十

ム
ニ
ム
マ
苧

９坪｛〉●、‐。「］凸【犯
。
。
『
●
’
泊
甲
｛

ｊ
『
万
一
【
‐
｛
」
午
‐
』
＆

卜
与
ｄ
Ｆ

ｌ
ｌ
●
『
」

ト
マ
。
■
ウ
ジ
←
｜

‐
『
－
二
二

公
●
Ｐ

Ｃ
宮
ｊ
●
夕
０
』
‐
凸

・‐一『・皿（や．
□
’
｜
》
←
０
４
戸
一
■
い
－

１
］
‐
、
－
．
１
．

『
→
二
Ｃ
勺
◆
｜
●
。
●
■
０

戸一己■４千凸埆』ヴニ・い泊桴（
←
□
わ

⑤
冑

‐｝ｊ》殉一）

←
『
や

ﾀﾞ1ｓ~『q｣､･駅

Ｐ
知

ト

ー
副
〃
ｈ
｜
』
’
９
。
』
巳
’

１
勺
。
■
午
■
‐
●
宮
②
Ⅱ

『
①
‐
‐
も
。
。
『
ロ

ョ
＋
０

１
凸
」

４
Ｖ

■
■
Ⅱ
ザ

■
冒
凸
二
、
▽
▽
■

Ｆ
Ｔ
Ｓ
ｒ

４

１
十
七

￥
戸
十
●
『

ザ
□
｛
企
〒
｛
も
凸
Ｃ

Ｃ
弘
↓

●
■
▲

や
ロ
ョ
ョ
チ
ー
Ｐ
■
二

句
ト
ー
｜

宮
●
》
も

一
ｂ
い

り
ら
・
写
Ｐ
▲
』
ｄ
－
１
‐
‐
｜

可
Ｐ
で
。

‐
｜
□
ヤ
ノ
ー
｜

邨甸一一寺（記戸‐｜計■
。
ｓ
１
Ｄ
ひ
■

凸冒〔一（ョ｜
■
ｊ
１

ｃ
『
ザ

ョ
ｐ
■
●
４
Ｆ
７

二
＄

「（ＯＩ
Ｉ
０
『
『

け
日

出
二
↑

Ｆ
■
■
ニ
ム
ニ
’
七
■

｣｣●

--,‘,?』ｉ=，＿

ｌＪｉＭ≦了驫､州
－１－ﾏﾕ>ﾍﾟ…i二戸J1へ止み.

が~二ｉＶ必ムゼ:言A上蒙:こてＬＬＨｒｚヘハバ了＞2弓，

■､●

Pも句牛￣

｡nJ

」５』，-.
F=b｡I幻－

､L~~｡Pa-

■▼~｡

少｡,＃｡

｡｡｡↓~１

－，

１？_.$｡こ』‘

●-9
-■

"⑭＝--

Ⅱ千Ⅱ｡｣②｡C

､.--..2~、耳｡､･･･.．.
?｡、~､かむ

丙・ＬＰ◆

少二わ
｡Ｏﾛ

七ヶ⑥

LO

ＪＯ０oと｡.．

１J

.~'

P､PDpj｣

-－ヨーL ｡､凸

－－万Ｌｍ伊南英玄学会lけ■■Ｊ１Ｉ
ＴＪ－－，｢=':〆ｎＷ～…:ぃ鼠～ヂニヅ:二:…鐸;～一一一
Ｌｉｉ－

曰ｍ－Ａ－Ａ１ミェバＬｒ７ｒ－－久一－－～￣ｆ－ｌ
…丁１１■_へ圷午

(iI7、

ﾖ｢｣



編集委員

（五十音順，＊印は編集委員長）

＊青山義孝中島信夫中村敦志林なおみ枡矢好弘渡邊孔二

目次

Ｗb《jhe流j2gHbjgﾉils-「家柄」の問題によって引き起こされた悲劇一
・…･……･…………………･…･………………………………･…山崎麻由美１

，m'〃ＣＱ'PC”〃におけるSteerforthの人物像…………浜野万里子１５

ＴｈｅＳｂ""。α"‘雌ｅＦｉ《が－人間存在と時間一･･……･斎藤泰子３１

TheWorldofSylviaPlaththrough“You，re，'：

Protectionandldentity………………･…･…………･……ＲｉｓａＫｏｔｅｒａ４７



WbC肋ｃｍｑｇＨｂ妙ね

｢家柄」の問題によって引き起こされた悲劇一

山崎麻由美

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

ＩｲMieが"ｇＨｂｊｇｌＭＳｃａｎｂｅｒｅａｄａｓｔｈｅｓｔｏｒｙofanoIdestablished

family･HeathcliffhasbecomeMrEamshaw,sgTeatfavouritesincehe

wasbroughttotheEamshawfamily・HindleyregardsHeathcliffashis
rivalinaffectionsofhisfather・Hindley,therefore,isjealousofhis

rightstoinherita､Ce：Afterhisfather'ｓdeath,HindleymakesHeath・
cliffslavewithhisservants・

HeathcliffsbitterfeelingsarisefromhisbeingrejectedbyCatherinｅ

ｂｅｃａｑＵＲｅｈｅｉｓｏｆｎｏｂｉｒｔｈａｎｄｈｅｎowworkswithherservants・

Chatherine,thoughshelovesHeathcliff,marTiestoEdgarLinton,forit

isnecessaryfｏｒｔｈｅｄａｕｇｈｔｅｒｏｆｔｈｅＥａｍｓｈａｗｓｔｏｈａvematerial
comforts・

HeathchIiff,then,takeshisrevengebyrobbingtheEamshawsand

theLintonsoftheirmoneyandestatesltistheEamshaws1prideand

vanitythatcausethetragedy．

序

物語は1801年ThrushcrossGrangeを借りたLockwoodが，家主の

HeathcliffをWutheringHeightsに訪ねるところから始まる。彼は，屋敷

の玄関の大扉の上に1500という年代とHaretonEarnshawという名前が

彫られていることに目を留める｡300年もの歴史をもつその屋敷のことを主

人のHeathcIiffに尋ねたく思うのだが,彼の取り付く島もない様子に口を

つぐむのである。その後，WutheringHeightsで一夜を過ごすはめになっ

たLockwoodは，CatherineLintonと名乗る幽璽に出くわし，それを知っ

たHeathcliffの異常な動揺を目撃する。好奇心をかきたてられたＬｏｃｋ

ｗｏｏｄは，ThrushcrossGrangeの家政婦NellyＤｅａｎからWuthering



２

Heightsで起こった出来事を聞かされる。それは壮絶な物語であった｡風の
鳴りやまぬ丘の上にたつこの堅牢な住居は，CatherineとHeathcIiffの激
しい愛や，それに続くHeathcliffの無慈悲な復讐の舞台となったのであ
る。300年の歴史は作品にゴシック的な彩りを添え，Lockwoodが幽璽を見
たと言っても何等異和感を与えない。

しかしその300年という年月の重みは,幽璽や狂気に信懸性を与えるため

の背景にすぎないのであろうか。その年月が語るものは，家の歴史である。
Eamshaw家の300年にもわたる長い歴史の間にどのような物語が繰り広
げられてきたかを読者は知る由もないが，Lockwoodという「現在」を生
きる聞き手を通して，そしてNellyという直接の目撃者を通してその歴史
の生々しい一端を知るのである。HMbchi塘月b妙fSを|日家であるＥａｍ・
shaw一族の歴史のひとこまとして捉えることで,CatherineとHeathcliff

の愛や，Heathcliffの憎しみの新しい一面がみえてくるのである。

Ｉ

RaymondWiUiamsが看破したように，１１/b8肋ビガ"gHbjgﾉｾfsは「相続」
・の問題を避けるわけにはいかない｡IEmilyBronte自身も｢家｣の歴史とい
うものを意識していたに違いない。Earnshawの最後の生き残りHareton

が，WutheringHeightsの主人となることで物語を終わらせているのであ

る。これで初代の主人と同じ名をもつ人物が再びWutheringHeightsの主
人となったわけである。しかもHaretonは,CatherineとEdgarLintonの

娘Ｃａthyと結婚することになっている。何年にもわたるWuthering
Heightsでの争いや憎しみの後で，調和と平和が戻ってきたことを表すこ

れほど象徴的な幕切れもないだろう｡２また登場人物たちの間でも「家」の
問題が明らかに意識されているのである。よそからきたHeathcliffが復讐
の手段にWutheringHeightsとThrushcrossGrangeを手に入れようと
するのも，家柄をもたない彼が家の歴史を征服するためなのである。また
Heathcliffが死んだと知るとJosephは喜んで"theIawfulmasterandthe

ancientstockwererestoredtotheirTights,'と感謝の祈りを捧げている｡,
WutheringHeightsでの不和は明らかに「相続」の問題に端を発してい

る。そしてNellyはHeathcliffがEamshaw家の災いの源になったと言う
（ＸＸＸＩＶ，ｐ､407)。しかし確かに彼は騒ぎの中心にいるが，実は単なる引
金に過ぎなかったのである。

し
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Heathcliffは，ある夜MrEamshawに拾われてやってくる。色の黒い

薄気味悪い子であった｡MrEamshawはその子を憐れんで,家で育てよう

と連れてくるのだが，妻も息子のHindleyも娘のCatherineも大騒ぎをし

てその子を拒否しようとする。EricSolomonはHeathcliffが実はＭｒ、

Eamshawの隠し子であったという。OHeathcliffがMrEamshawの実

の息子であるとは穿ち過ぎているが，確かにHeathcliffは連れてこられた

日以来，ある意味ではEarnshaw家の身内となったのである。名のない子

供としてやってきた彼は，Eamshaw家の亡くなった息子の名を与えられ

たのである。そしてそこからEamshaw家の不和は始まったのである。

HindleyがHeathcliffに辛く当たったのは，子供が素性の知れないよそ

ｂのに対して感じとる排他的な感情のためではない。いや最初のうちは，

幼い子供特有の残虐さでHeathcliffを虐めていたのだろうが，そのうちそ

れは明らかに嫉妬を含んだ嫌悪の情に変わるのである。彼は，父の愛情が

Heathcliffに寄せられているのを感じとる。自分は実の息子であるのに，

というやりきれない思いが,Hindleyを駆り立てたのである｡彼は父の愛慨

を巡る競争相手であるHeathcliffを虐めることで,優位に立とうとする。

しかしHindleyの行為は裏目に出てしまうのである。MrEarnshawは

Heathcliffをかばい，かえってその愛情はHindleyから離れていってしま

うのだ。

MrEamshawはHeathcliffを気に入り可愛がった。Hindleyは，

HeathcIiffを"ausurperofhisfather,saffectionsandhisprivileges,，（1V，

ｐ45）と考えているが，始めのうちからMrEamshawがHeathcIiffを愛

していたとは考えられない。Ｍ｢・Eamshawが"mybonnyman"(1V，ｐ､41）

であったHindIeyを疎んじるには，それなりの理由があったはずである。

Heathcliffに好意的でないNellyの語り口調ではあるが，その彼女の話か

らでもHindleyとHeathcliffの関係は，はっきりとみてとれる。抵抗もし

ないHeathcliffを膚めていたのはHindleyだったのだ。MrEamshawは

HindleyがHeathcliffに辛く当たっているのを目撃すると激怒した，と

Ｎｅｌｌｙは語る｡MrEamshawは,Heathcliffを膚めるHindIeyの姿を嫌悪

したに違いない。思いやりのない息子に対する嫌悪が，彼をHeathcliffへ

と向かわせた。MrEamshawの愛情がHindleyからHeathcliffへと移っ

ていったのは，すべてHind]ｅｙ自身のせいといえるのである。つまりイタ

チごっこのように，Hindleyが父の愛情を奪った敵としてHeathcIiffを術
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めつければつけるほど，MrEamshawの愛情はHindleyから離れていく
のである。

Hindleyは父がHeathcliffを愛するのを目のあたりにして，跡取り息子

としての自分の立場が危ないと感じる。だがHindleyにも同憤の余地はあ

る。彼の不安も満更根拠のないものではなかったのである。ある夜父親が

拾ってきたよそ者は，幼くして亡くなった兄弟の名を得ただけでなく，そ

れまでは自分に向けられていた父親の愛情を一身に受け始めたように彼の

目には映ったのである。Hindleyは聖瞥の「放蕩息子」５の兄のように，そ

のことを不条理だと感じたに違いないのである。

しかしMrEamshawはHindleyが心配するほど,またHeathcIiffが図

に乗るほどHeathcliffを愛していたかというと疑問が残るのである。確か

にMrEarnshawは跡取りであるHindleyに絶望していた。娘のCathe

rineもとんでもないお転婆で彼には気に入らない。期待を裏切られた父親

にとってHeathcliffは恰好の逃げ場であった｡亡くなった息子が生きてい

ればという思いがなかったはずはなく，HeathcIiffに対して一種の幻想を

抱き，あれほど猫可愛がりをするようになったと思われる。MrEamshaw

の前では我慢強くて真実しか語らないHeathcliffは，打ちひしがれ体の弱

ったMrEamshawの愛情の捌け口となったのだ｡Hindleyは,哀れな小動

物をいとおしむようなMrEamshawのHeathcliffへの愛憎を誤解しj

Heathcliffの方はMrEamshawの愛情を笠に着て傲慢になる。こうして

父親の意図とは別のところで,幼いうちからHindIeyとHeathcliffは父親

の愛情とWutheringHeightsを争っていたのである｡．

しかしCatherineにとってHeathcliffの存在は，HindIeyとは異なった

意味合いをもっていた。HeathcIiffを連れて帰る際に，父親はCatherine

とHindleyの土産を台無しにしてしまう。Hindleyが所望していたヴァイ

オリンは見る影もなく壊れ，Catherineのための馬の鞭はどこかに失われ

てしまったのである。ここでふたりの反応が面白い。兄の方は14才にもな

っているのに大声で位きわめき，６才の妹は怒りを館にしHeathcliffに唾

を吐きかける。このきかぬ気の少女は，しかしただのお転婆娘ではない。

ヴァイオリンを欲しがった兄よりもはるかにWutheringHeightSという

荒野の屋敷の主人にふさわしかったのである。荒野を愛していることや。

激しい気質がWutberingHeightsにふさわしいだけでなく，意に添わぬこ

とには屈服しない強さをもっていたのだ｡７

［
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Hindleyは父親亡さ後,Catherineを従わせようとするが,彼女は兄に服

従する気はない。彼女は兄の監視の手から逃れ，兄を無視し，あるいは反

抗するのである。ヴィクトリア時代には小説に兄と妹あるいは姉と弟が登

場する場合，妹は兄を信じ敬愛し，姉は弟のためにどのような犠牲も厭わ

ないというある決まった型が存在している。その中にあってCatherine

Eamshawは特異な存在だといえる。しかしいくら自由で意志の強い

Catherineでも,孤軍祗闘していたのでは,いつか兄の力に屈服していただ

ろう。彼女にはHeathcliffという味方がいたのである。

CatherineとHeathcliffとは似た境遇にあった。両親を早<に亡くし，

本来なら親代りとなるべき兄夫婦にも愛してもらえないCatherineは，孤

児のHeathcliffと殆ど変わるところはなかったのである。彼らはお互いに

愛情を抱き，少しの間も離れるのをいやがる。読者は彼らの愛の激しさに

購き，目を奪われる。しかしその関係において，ふたりは対等とはいい難

かったようである。子供の頃は，Catherineがいつも"shelikedexceed・

inglytoacttheIittlemistress”（Ｖ，ｐ､49）だったとNellyは言う。また

Heathcliffは，Catherineに踏みつけにされた復讐は彼女以外の人間にし

てやるのだと述べるが，そのとき彼は彼女を暴君に噸えている。“The

tyrantgTindsdownhisslavesanｄｔｈｅｙｄｏｎ，ｔｔｕｍａｇａｉｎｓｔｈｉｍ;they

crushthosebeneathtbem，，（Ｘ１，ｐ・’38）つまりCatherineはいつも

Heathcliffを従えていたのだ｡Heathcliffは,力では兄に及ばぬCatherine

の武器であった。SandraM・GilbertのいうようにまさにCatherineは

「力」を望んでいたのである｡‘しかしそれは実際にWutheringHeights
の当主になるがためではない。彼女はHeathcIiffと共にいつまでも荒野を

駆けまわっていたかっただけなのである。そのためにも横暴な兄と戦

いWutheringHeightsでの自分の権利を勝ち取らなければならなかった

のである。もしふたりだけの状態が続けば，彼らにとっては幸福であった

だろう。しかしやがてLinton家の上品な生活が，CatherineをHeathcliff

から引き離してしまうのである。

雨の日晒日，窓ごしに覗いたLinton家の，「天国にいるみたいな」居心

地の良さにCatherineとHeathcliffは目を瞳るが，そこにいる子供たちは

つまらぬことで喧嘩をしていた。それがあまりに馬鹿馬鹿しいとCathe

rineとHeathcliffは大声で笑うのである(Ⅵ)。しかし屋敷の使用人の放っ

た犬に攻みつかれたCatherineが気を失ってから，状況は一変する。Ｅａｍ
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shaw家の娘だとわかるとCatherineは屋敷の中へ運び込まれるが，

HeathcIiffは氏素性のわからぬ薄汚い子ということで締め出されてしま

う｡CatherineとHeathcliffは別扱いされたのである｡Catherineの様子を

覗いたHeathcliffは，彼女が美しい部屋で機嫌よくLinton兄妹と遊ぶの

を見る。その後数週間をLinton家で過ごしWutheringHeightsへ戻って

きたCatherineは,少なくとも外見は上品に洗練されておりHeathcliffと

は別の世界へ入ってしまっていたのだ｡やがてCatherineはEdgarLinton

の求婚を受ける決心をする。彼女は，Nellyに向かってEdgarとの結婚は

本当はつまらないことで，自分はHeathcliffを愛しているが，今のように

卑しい身分のHeathc1iffと結婚することは，この身をどん底に落とすこと

になるのだと述べる(Ⅸ，ｐ､97)。そしてEdgarと結婚することで，Heatn

cliffを助け立派な身分にしてやれると付け加える。こうしてCatherineは

悲劇へと踏み出してしまうのである。

彼女の犯した過ちはふたつ。ひとつは，自分にとって必要な存在である

とわかっていたのにHeathcliffを見捨てたことである(Ⅸ)。Heathcliffを

裏切ったと同時に,自分の心を裏切ったのである。もうひとつは,Catherine

の言葉を盗み聞きしたHeathcIiffに,財産がないために自分は切り捨てら

れたのだと知られたことであった｡Catherineが彼と一緒にLinton家の子

供たちを潮笑っているときは，Heathcliffは自分とCatherineがつまらぬ

ことで喧嘩をしないことを自慢に思い，自分とあのThrushcrossGrange

のEdgarLintonの身分を変えたくないと思っていたのである（ＶＬｐ､57)。

しかしCatherineがEdgarと親しくなり自分がのけ者にされていると感

じると，Heathcliffには自分とCatherineを隔てているものが何であるか

を理解する。NellyにEdgarよりも立派だと慰められても彼の心は晴れ

ず，次のように言う。“Iwishlhadlighthairandafairskm,andwas

dressedandbehavedaswell,ａｎｄｈａｄａｃｈａｎｃｅｏｆｂｅｉｎｇａｓｒｉｃｈａｓｈｅ

〔Edgar〕willbe!”（Ⅷ，ｐ67)。Heathcliffの羨んだEdgarの白い顔や金

髪は，彼にとってEdgar個人を指しているのではなく，苦労を知らない裕

福な社会に属する人間を象徴するものであったのだろう。家柄という自分

の歴史をもたないHeathcliffが，親から譲られた財産で安楽に蘇らす

EdgarLintonやHindleyに対して憎しみを抱いたとしても不思議はな

い。しかも愛するCatherineは，彼が卑しい身分だからと彼から離れてい

ってしまったのである。このためにHeathcliffは，相手の財産を根こそぎ
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燕い，当時の自分の惨めな境遇に相手を落とすことで復讐しようとするの

である。つまり，その日を境に彼は金銭を価値基準の第一に考えるように

なってしまうのである。そして後年自分の息子Lintonを手元に引き取っ

たHeathcliffは次のように言う。“…Iwantthetriumphofseeing”

descendantfairlyIordoftheirestates:mychildbiringtheirchildrento

tiUtheirfathers,lamdsforwages”（ＸＸ，ｐ,257）Lintonには愛情のかけ

らも感じないが，自分の血を分けた息子が今迄手の届かないところにあっ

た富や家柄を征服するかと思うと満足を隠しきれなかったのである。

Ⅲ

ＩｲMicmlgHbjglMsでは皆が早逝する。EmilyBronteは自分たち一家の

運命を予兆していたのだろうか。比較的長生きしたEdgarLintonが亡く

なったのは39才の時で,壮健であったHeathcliffも38才頃生涯を終えたと

推定される｡，早くに人生を閉じなければならない世界で,登場人物たちは

生き急がねばならぬと悟っているかのように，ごく若いうちに結婚し子供

を生み，そしてその子の成長を見届ける前に世を去る。しかし結婚し子供

をもつという経験は，彼らの綱神的成熟につながっていないのである。

彼らが綱神的に未熟であることの原因は，自分たちの親を早<に亡くす

からである。親は愛情のみを子供に注ぐとは限らず，時には子供にとって

無理解で専横な存在になる。しかし親との葛藤や愛憎を経験することで，

子供は人間としての個を確立しようとする。思春期から始まる「親」との

戦いは生涯にわたって続くことも，心に深い傷跡を残すこともあるが，人

間の成長過程には欠かかせない。親を早くに亡くしてしまうWuthering

HeightsとThrushcrossGrangeに住む者たちに，糖神の成熟を見いだす

ことができないのも当然であろう。しかも彼らは荒野で幕らしている｡Ear・

nshaw家とLinton家には近在に他につき合うような家族もいない。他者

との接触をもたない生き方が，人間の気質に影轡をもたらすであろうこと

は想像に難くない｡ＶＳ､Pritchettは，IｲMie流堰匪妙応で描かれている

ような人物たちはYorkshire地方で現実に存在するのだと述べている。

"TheyYorkshiremenhadthecombativeprideofclansmen．…to

surviveintheseparts,onehadtodominateandoppose''１oこのように厳

しい自然と対時する生活が，長い間にその地方特有の，あるいはその一家

特有の気質を作り上げたといえるだろう。なお悪いことにWuthering
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HeightsとThrushcrossGrangeに住む者たちは，衣食住に困らない生活

を送っていた。それどころか使用人たちに囲まれて暮らす身分である。そ

のような環境の暮しに悲劇のもうひとつの原因があったのである。

作品中唯一母性を表す存在として登場するNellyは，下働きの女中では

なかったにせよやはり使用人であった。Nellyの母親はHindleyの乳母で

あり,Nelly自身Hindleyと同年令ということもあって,彼女は最初は彼の

遊び友逮として登場する。しかしHindley,Catherine,Heathcliffが麻疹

にかかったのを看病して以来，一家の母親のような役割を果たすことにな

るのである。家を居心地よくすることに心を砕くだけでなく，Catherineや

HeathcIiffのことを絶えず気にかけて，なにくれとなく世話をする。また

生まれてすぐに母を亡くしたHaretonやCatherineの忘れ形見のＣａthy

もＮｅｌｌｙの手で育てられる｡彼らのいずれをも,Nellyは心を込めて世話を

する｡皿しかし使用人の悲しさで，母親の役割を全うできないのである。都

合が悪くなるとCatherineは女主人然とし，Nellyを見下したように拒絶

する。HaretonはHindleyの意向でＮｅｌｌｙの手から取り上げられてしま

う。そしてWutheringHeightsに戻ってきた紳士然としたHeathcliffに

対しては，以前のように気軽にロをきいたりお節介を焼けないのである。

またNellyは雇われの我が身を案じなければならない。Edgarに叱資され

るのを恐れてCatherineの病気を実際より軽く告げたり，Ｃａthyが従弟の

Lintonを秘かに訪ねていると知ったときも,Edgarには内緒にしておくと

いう約束をしたにもかかわらず，このままほっておけばEdgarの怒りを招

きかねないと,Ｃａthyの願いを聞き入れず暴箆してしまう。Nellyは実際的

な人間であるために自分の立場を忘れることができず，またそれが災いし

て養い子たちの絶対的な信頼を勝ち得ることはできないのである。

こうした環境に育つ子供たちは，成長するにつれ他者を受け入れること

のできない自己中心的な性格となる。彼らは体は大人になるが，自分の思

い通りに事が運ばなければ腹を立て、まるで子供のように我を無理に押し

通そうとするのである｡Hindleyは溺愛していた妻を亡くした後は,息子に

は目もくれず自分の身だけを可愛がり，Isabellaは気に入らぬことがあれ

ばめそめそする。病弱で甘やかされたLintonの身勝手さは読者をぞっと

させる。彼はThrushcrossGrangeを我がものにしようとする父Heath、

cliffに命じられるままＣａthyと結婚しようとする。父の折鑑を恐れて，

Cathyに泣きついていたLintonは，目的を遂げ我が身がひとまずは安泰
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だとわかると，卑劣な自己愛を表すのである。Nellyが見つけたLintonは

ひとりで赤ん坊のように砂糖菓子を一心にしゃぶっている。彼はNelly
に，ThrushcrossGrangeへ帰してくれと泣いて哀願するＣａthyの姿には

心を動かされないと言う。Heathcliffに殴られるＣａthyを見ても「罰を受

けるのは当然なのだ」と平然と言ってのける。彼はまさしく幼稚さとエゴ

のないまぜになった醜悪な赤ん坊なのである。そして穏やかで優しい人柄

として描かれているEdgarですら，時には甥のLintonにみられる幼稚さ

をみせるのである。NellyはEdgaTの利己的な面を見抜き，“themildand

generousareonIymorejustlyselfishthanthedomineering'，（Ｘ，pll2）

と述べている。彼はCatherineがHeathcliffを昔の友人として受け入れた

ことに腹を立て,Catherineが言うには子供のように勘ねて気分を害し,泣

き言を並べ立てたのである。しかしEdgarを非難したその当のCatherine

ほど子供のままの気質をもっている人物はいないのである。そしてCath、

erineの子供のような気質が彼女を巡る男たちの愛情をこじれさせる原因

ともなったのである。Edgarの求婚を受け入れた理由について,Catherine

はHeathcliffを援助するためだと言うが，Edgarが若く美しく，自分を愛

していてお金持ちだからとNellyに答えたのも彼女の正直な気持ちと考

えられる。そしてNellyが，世界にはいくらでもEdgarのような人がいる

だろうに，あの人でなければならない理由はあるのかと尋ねたときに「そ

ういう人がいるとしても自分は出会うことがないから」という彼女の答え

も本音だろう。CatherineがHeathcliffのような身分の者と結婚できない

と言ったからといって彼女を責めることはできない。ありきたりの恋愛小

説であれば，それ自体が恋人への許しがたい裏切りということになるのだ

ろうが，旧家に育った娘としては当然の選択であった。もちろんHeath、

cliffを愛しているのにEdgarと結婚するということもある稲の裏切りで

はあるが，それよりも彼女が犯した一番の過ちは，EdgarとHeathcliffの
両方を手に入れようとしたことである。彼女には，どちらかを諦めること
はできなかったのだ。

EdgarがCatherineに会いにEamshaw家を訪れるとき，Catherineは

HeathcliffとEdgarを会わせないように気を配り，それぞれに気に入れら

ようと骨を折る。それを見たNellyの言葉"you[Catherine]areignorant
ofthedutiesyouundertakeinmaITying,，（Ⅸ，ｐ,100）をCatherineは分

別臭いと感じる。欲しいものは何でも手に入れたいCatherineは，他人の
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心などに煩わされずに欲しいものを所有しておきたかったのだ。妻という

立場や他人の思惑というものは，彼女にはなんの意味ももっていなかった

のである。Edga｢はCatherineに自分かHeathcliffを選ぶようにと言うが

（ＸＩ，pl45),幸福だった子供時代の象徴であるHeathcliffと平和で安楽

な「現在」を象徴するEdgarを同時に自分のものとすることが，ふたりの

心を踏みにじることになるとは彼女には想像もできなかったのである。

過去も現在も彼女にとっては同撤に必要なものであったのに，そうでな

いことを現実によって，つまりHeathcliffとEdgarの争いによって知る。

そして自分の主狼が認められないと知った彼女は，皆が敵になったと感じ

るのである。自分の喜びは他人にとっても喜びのはずだと考えていた彼女

が，初めて他人も自己主張をするものであり，自分の望みが相手に受け入

れてはもらえないことを知るのである。彼女は，死を目前にしてHeath・

cliffに向かって"Thatisnot”Heathclifflshalllovemineyet;and

takehimwithme:he,sinmysoul”（ＸＶ，ｐ､198）と言うが，自分と他人

との距離を認識したCatherineは，目の前のHeathcliffが昔のHeathcliff

でないことに気付いたのである。

Catherineは天国へ行った夢を見たが，彼女は天国では少しも幸福を感

じず，怒った天使に突き落とされてヒースの荒野に戻ったときは，本当に

嬉しかったとＮｅｌｌｙに語る。彼女自身その夢を見て，自分がWuthering

Heightsをいかに愛しているか，そこを離れては天国にさえ幸福を見いだ

さないことを知ったのである。Heathcliffという名がEamshaw家の亡く

なった息子の名であるばかりでなく「ヒースの咲く断崖」という意味であ

ることを考えてみれば,HeathchIiffは,荒野を愛し駆け回るCatherineの

唯一の理解者であり，彼女にとっては荒野そのものを象徴する存在である

ことがわかる。CatherineはNellyに，HeathcIiffを愛しているのは``Ｈｅ'ｓ

ｍｏｒｅｍｙｓｅｌｆｔｈａｎｌａｍ”（1V，ｐ97）だからだと言う。それはLangman

のいうように"theyrecognizeineachothertheirtTuehumanity，their

worthanddignityaspersons'''3を表しているのである。Catherineにと

ってHeathcliffは，子供時代の共有者にすぎず，大人の恋人ではなかった

のである｡'３

心は子供のままであったCatherimeは，ある意味では純粋であったとい

えるだろう。半ば狂気の世界を祐但いながら彼女は，WutheringHeights

での夢を見，荒野をわたる風にあたりたいと言う。“ＩｗｉｓｈｌｗｅｒｅａｇｉｒＩ
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again,balfsavageandhardy,ａｎｄfree.…I，msurelshouldbemyself

werelonceamongtheheatheronthosehius,，（XII，ｐ､155）この悲痛な

声は，単に過ぎ去った子供時代の至福の状態を懐かしんでいるものではな

い。Wordsworthは，子供の魂は大人になるにつれて子供時代の純粋な心

を忘れていくのだとうたった｡'0しかし彼女の魂は子供のままであった

ので,年月が彼女の外見を大人に変え彼女を取り巻く状況が変わっても,子

供の気質で押し通そうとしたのである。汚れのない頃を覚えている魂が肉

体に閉じ込められているのは，悲惨なことである。彼女には忘却という恩

寵は与えられていなかったのである｡彼女は"shatteredprison"である肉体
からわが身を解放するしかなかった。“thethingthatirksmemostisthis

shatteredprison,ａｆｔｅｒａｌＬＩ，mtired1tiredofbeingencIosedhere・Ｉ，m

wearingtoescapeintothatgloriousworld，ａｎｄｔｏｂｅａｌｗａｙｓｔｈｅｒｅＤ，

（ＸＭｐｌ９８）そして彼女は年を重ねて死に近付くのを待ってはいられな

かったのである。

Catherineは手に負えないほど我の強い女性で,男性を翻弄する。しかし

高慢な女性が虚栄心を満足させるためにとった行動ではなく，我慢するこ

とを知らない我がままな子供がその時に一番好きな玩具を手放したがらな

いようなものだったのである｡usそのため彼女はHeathcliffに対して何

の嫉妬もしない。IsabellaがHeathcIiffを愛していることを知っても平然

とし，EdgarがHeathcliffと自分のことで嫉妬しても彼に同情を感じない

のである（Ｘ，ｐｌｌ９)。

しかしHeathcliffの愛はCatheTineのものとは遮っていた。彼は，死に

瀕しているCatherilleのことをＮｅｌｌｙから聞いたとき，Catherineは

EdgaTがいなくなったら悲しむだろうかと尋ねている。そして，Catherine

がEdgarを必要とする限り彼を傷つけたりはしないが，彼女の思いが

Edgarから離れたら,彼をずたずたにしてやると言う。ここではCatherine

への愛ＩＷの深さとともに，Edgarへの激しい憎しみと嫉妬が表れている。

HeathcIiffの愛は，Catherineのように嫉妬しない愛ではない。彼は

IsabeIIaが好きなら彼女と結婚させてやると平気な顔でいうCatherineを

次のように非難する。“Havinglevelledmypalace,ｄｏ､，terectahovel

andcomplacemtlyadmireyourowncharityingivingmｅｔｈａｔｆｏｒａ

ｈｏｍｅｏ，（Ｘ１，ｐ,138）Heathcliffの愛は結婚という結びつきで成就するも

のであった。しかしCatherineにとってはWutheringHeightsを共に愛
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し，その喜びを分かち合う相手のつもりであったので，彼と結婚しなかっ

たことがHeathcliffをどれほどの絶望に陥れたか理解できなかったので

ある。HeathcliffもCatherineも互いの愛が異質であることに気付か抜か

ったのである。

結び

WutheringHeightsで起こった悲劇は，MrEamshawが連れてきた悪

鬼的なよそ者に，Eamshaw家の亡くなった息子の名がつけられたときか

ら始まったのである。象徴的な意味での息子同士の争いといういわばお家

騒動が，後のHeathcIiffとCatherineの愛１WやHeathcliffの生き方を決

定づけたといえるのである｡Hindleyは父親が亡くなった後,Eamshaw家

の主人は自分であることをはっきりさせようとHeathcliffを使用人同然

に扱う。CatherineはHeathcliffと離れ難く思いながらも結婚の相手に

EdgarLintomを選ぶのである。彼女には，貧しく使用人のようなHeath

cliffとの結婚は考えられなかったのである。HindleyもCatherineも家柄

や財産でHeathcliffを切り捨ててしまった。そのためHeathcliffは彼ら

が大切にした由緒あるEamshaw家を崩壊させることで復轡するのであ

る。Heathcliffの復讐は徹底していた。Hindleyの息子Haretonを，かつ

ての自分がHindleyにそうされたように使用人としてこき使い，Cathe

rineとEdgarの娘Ｃａthyを無理やり自分の息子Lintonと結婚させるこ

とでLinton家の財産まで奪うのである。

しかし結局家柄や財産の征服はHeatbcliff-代で終わってしまうので

ある｡病弱なLintonはＣａthyとの結婚後しばらくして息を引き取る。こう

してHeathcliffの血筋は絶えてしまい，Heathcliffの死後HaretonEam

shawがWutheringHeightsの主人となるのである。初代の主人と同じ名

をもつ人物が跡取りに収まることで，作品にある種の調和を生み出してい

る。失われた過去がそのまま戻ったわけではないが，Heathcliffが若い頃

の自分にそっくりだと言っていたHaretonとCatherineの娘Ｃａthyが結

婚することで，HeathcliffとCatherineの結ばれなかった愛が顛徴的に成

就したかのように思われる。嵐のような狂気の世界をくぐり抜けてきた後

だけに，混沌から秩序の回復を得たという印象を受けるのである｡'`こうし

てEamshaw家で起き,Linton家をも巻き込んだ悲劇は終わりを告げたの

である。
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浜野万里子

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

Ｄｔｚｐ〃Ｃｂ，PC”〃isDickens，sautobiographicalnovelwherehis

purposeofIifeisrenectedinDavid・David，theheroofthisnoveL

acquiresasteadywiIlthroughhardwork・Davidoweshissuccessasa

novelisttodisciplineandself､reliance・Davidbelongstothemiddle

classandhasadilligentandinnocentcharacter・IncontrastwithDavid，

Steerforthwhobelongstotheupperclassiswrittenasadouble-faced

personwithgoodandeviLHelooksgoodonthesurfacebutheiscooI

andarroganLMoreover,hehasaprejudiceagainstthelowerclass・On

theotherhand,inordertoknowSteerforth,scharacter,itisnecessary

topayattentiontohisattitudetowardwomeｎＴｈｏｕｇｈｈｅｌｏｖｅｓｂｏｔｈ

ＲｏｓａａｎｄＥｍｉｌｙtemporarily,ｈｅｓｏｏｎｇｅｔｓｔｉｒｅｄｏｆｔｈｅｍａｎｄａｂａｎｄｏns

them、Inshort,heonIytreatsthetwowomenasiftheｙｗｅｒｅｈｉｓｄｏｕｓ，

AUthingsconsidered,itistmeSteerforthhasmanyfau1ts､buthe

attractsreadeｒｓａｌｌｔｈｅｂｅｔｔｅｒｆｏｒｈｉｓｆｎｑｏｌｔ⑧

序論

、､）〃CDPPePﾌﾟｶﾞ膠〃は,CharlesDickensの実人生が反映された,Dickens

自身の自叙伝的小説である。主人公Davidは，Dickensと同じく勤勉と厳

格な道徳を亜んじる中産階級の家庭で生まれた。この小説には，自羊独寺

の輔神をもとにして勤勉で真面目な態度で物事に対処したDavidが,幾多

の困難を乗り越えて，最後には成功を手にするまでの姿が描かれている。

この意味ではDavidは，中産階級の枠内に閉ざされた典型的な自立のモデ

ルとして描かれているといえよう。

DavidとはSalem塾で知りあい，彼の生涯の親友となるJamesSteeF

forthは，上流階級に楓し，自由奔放な人生を送る男性である。Steerforth
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'よ誠実で真面目なDavidとは対照的な存在であるが，プロットの面では重

要な役割を果たし，魏者を魅きつける要素を備えている。この小論では，

Davidの生き方に大きな影響を与え，彼の生涯変わらぬ憧れの対象となっ

たSteerforthに焦点をあて，彼の人物像を探ってゆきたい。

１章

まず最初にDavidとSteerforthの友情に見られるSteerforth像を見て

いきたい。

Davidは中産階級の家庭に生まれたが，生まれた時にはすでに父親はい

なかった｡それゆえDavidは,母親と乳母のPeggottyと共に幼年時代を過

ごす。一方Steerforthも父親を幼い頃亡くし，母親の手一つで育てられた

という点では,Davidと似たような家庭環境に身を腿いていたといえる。し

かしこのように母親だけによって育てられたという似たような境遇にあり

ながら，２人の性格は正反対なのである。ここでDavidの幼年時代を追い

ながら，David自身の性格について述べてみよう。

Davidは父親がいないながらも，母と乳母と３人で幸福な生活を送って

いたが，母の突然の再婚によって彼の家庭の平和はすっかり乱されてしま

う。母の再婚相手Murdstoneは，母を愛していたというより，財産目あて

で言い寄った男である｡Murdstoneは独身の姉と共にDavidの家庭に入っ

てきて，彼ら独自の厳格な規律をもってDavidと母を抑圧しはじめる。

Davidは自分から母の愛情を奪ったMurdstoneに対して嫉妬と憎悪の入

りまじった感情を持ち，強い反発を感じている。一方Murdstoneは，最初

からDavidに対しては愛情のかけらも見せず彼を虐待する。Davidは本来

素直で純奥な子供であったが,Murdstoneの厳格なしつけによって彼本来

の素直さは影を潜め，臆病で大人しい子供になってしまう。Barbara

HardyはDavidに関して，“Davidisasensitivechild,andhissensitivity

istomakehimterriblyvu1nerabIetoadultcrueltyandadultneglect､''1

と述べている。Davidにとっては初めて自分の目の前に現れた大人の男性

であるMurdstoneは，`adultcruelty，や`aduItneglect'を知らしめる存在に
なったのである。

やがてDavidはMurdstoneによってＳａｌｅｍ塾という寄宿舎学校に入

れられる。そこでDavidは生涯の親友となるJamesSteerforthに出会う

のである。DavidはSalem塾の校長MrCreakleと会見した後，学生の中
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で最も梅力のあるSteertorthと会うことになる｡Steerforthは容姿端麗で

性格は陽気で紳士的な礼儀作法をわきまえ，字間においてもスポーツにお

いても傑出しており,Davidより年上の男性であった｡SteerforthはDavid

に好意を示し，Davidは彼の弟分となることができる。家庭内ではMurd

stoneの虐待をうけ，臆病な気質となってしまったDavidは，Salem塾で

の新しい生活に不安を感じる。しかしSteerfoTthが味方になってくれたお

かげで，塾内でDavidを虐待しようとする生徒は誰もいなかった。Steer‐

forthはDavidを庇護する最初の大人の男性であったのである。Davidは

この時以来，自分には欠落している男らしい面を持つSteerforthを敬愛す

るようになる。

Steerforthは上流階級出身の金持ちの息子であり，その為にSalem塾で

は校長のMrCreakleでさえ－目圃く程の強い権力を持つ存在である。次

の事件はSteerforthのＳａｌｅｍ塾での特別な立場を裏づけるとともに，彼

の傲慢さや利己主義的な面をよく示す事件である。

Salem塾では普段は校長のMrCreakleみずからが授業を監視し，騒ぐ

者には容赦なく制裁を加える為，授業中に騒ぐ者はいなかった。しかしあ

る日ＭｒＣｒａｋｌｅが学校を留守にしたので，教室中は大騒ぎとなった。

Salem型の一教師であるMrMelIはなんとかこの騒ぎを静めようとする

がおさまらず，たまりかねてこの騒ぎの首謀者となっているSteeTforthに

名ざしで「静かに」と注意する。普段は誰からも注意を受けたことのない

Steerforthは，ＭｒＭｅＵに向かって"SilenceyourseIf1''2と真赤になって言

い返し，さらに"Sitdownyourself,andmindyourbusiness.,,(Chap.Ｖ11,

p83)と言い放つ。これに対してMrMellは，Salem塾における特別な立場

を利用して人間を侮辱するのは恥ずべき行為だと主狼する。Steerforthは

自分を卑怯者呼ばわりしたMrMellに向かって，

`oWhenyoutakethelibertyofcauinｇｍｅｍｅａｎｏｒｂａｓｅｏｏｒａｎｙｔｈｉｎｇ

ｏｆｔｈａｔsort,youareanimpudentbeggar….'，(Chap.Ｖ11,ｐ､83）

というひどい言葉を言い放つ。この`beggar，という言葉は,MrMell自身に

ではなく，彼の母親が慈善施設に入っているという事実に向けられた言葉

である。いかに貧しいとはいえ，仮にも先生と名のつく人間を大勢の生徒

の前で侮辱するSteerforthは，極めて冷酷な面をもつ男であるといえよ
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う。やがてこの騒ぎの最中にMTCreakleが帰ってきて事件の真相を聞く

のであるが,彼はSteerforthの無礼な態度を怒るどころか,逆にSteerfor・

ｔｈの肩を持ち，母親が慈善施設に入っていることを隠していたという理由

でMrMellを解雇してしまう。この校長の態度はまさにStee｢forthの

`positionoffavoritism，(Chap・VIIp83)を証明しているといえるのである。

SteerforthはMrMellを失職に追いこんだにもかかわらず,心に何の痛み

も感じていない。MrMellの行く末を案じる級友Traddlesに対して

SteerfoTthは，

`iHisfeeIihgswillsoongetthebetterofit,IUllbebound､Hisfeelings

arenotlikeyours,MissTraddlesAstohissituation-whichwas

apreciousone,wasn0tit?－ｄｏｙｏｕｓｕｐｐｏｓｅｌａｍｎｏｔｇｏｉｎｇｔｏｗｒｉｔｅ

home,andtakecarethathegetssomemoney？Polly:?”(Chap.Ｖ11,
ｐ86）

と言ってのける。この言葉は自分のとった行助も金さえ出せば片がつくと

信じこんでいる彼の傲慢さを示唆している。この事件から，Steerforthは

表面的な陽性の部分の裏に冷酷さと傲慢さを秘めた人物であることが推察

できるのである。

David自身はＭＴＭｅｌｌからは親切にされていたので彼に同欄するのだ

が，Steerforthのとった行動を非難することはできない。これはDavid自

身にも無意識に貧しいMrMellを侮る気持ちが宿っているせいであろう。

ここでSteerforthの性格を分析するために彼の家庭に目を向けてみた

い。SteerforthはDavidと同じく父親のいない家庭で育ったのであるが，

母親は父親のいない分余計に息子を盲目的に愛し，彼の欲しいものはなん

でも手に入れてやり，どんな願いも聞き入れてやった。次の言葉は彼女が

何故Salem塾を息子の学校に選んだかを示す言葉である。

"Itwasnotafitschoolgenerallyforｍｙｓｏｎ,ｆａｒｆｒｏｍｉｔ；butthere

werepa｢ticuIaTcircumstancestobeconsideredatthetimaofmore

importanceeventhanthatselectionMyson'shighspiritmadeit

desirablethatｈｅｓｈｏｕｌｄｂｅｐｌａｃｅｄｗｉｔｈｓｏｍｅｍａｎｗｈｏfeltits

superiorityDandwouIdbecontenttobowhimselfbeforeit….'１
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(ChapXX,ｐ､253）

Steerforthは負けず嫌いで何でも一番でなければ気がすまない性格で

あり，Salem塾は彼の我侭を受け入れてくれる学校であるというのが彼女

がSalem塾を選んだ本当の理由なのである｡彼女がいかに息子の能力を過

大評価し，溺愛しているかが窺える言葉である。Steerforthが後にDavid

に父親の不在を嘆く場面があるが，自分を戒めてくれる父親の不在と母親

の溺愛が，Steerforthの我儀で利己的な側面を増長させ，自分に歯止めを

かけられない破壊的な性格の源となっているのである。

DavidはこのようなSteerforthの欠点に気づきながらも彼への崇拝を

やめることはしない。このようなDavidの心情の裏にはSteerforthの階

級の優越性があったことは事実である。ここでDavidが母の死後Salem

塾を離れ再びSteerforthに再会するまでのいきさつを追いながら，David

の上流階級への価れの根底にあるものを探ってみたい。

Davidはその後Salem塾内で母の死の知らせを聞く。そしてDavidは

わずか10才で両親と死に別れ，自活していかなければならない立場に追い

こまれる。Murdstoneは母の死後，Davidから教育を受ける機会を取り上

げ，MurdstoneGrinby商会で瓶にラベルを貼るという肉体労働を彼に課

すのであった。この工場での体験が作者Dickens自身の体験に基づいてい

ることは有名である｡Dickensは父が借金の為に投獄されてしまった為,靴

墨工場で働かねばならなくなった。いわゆる下圃中産階級出身のDickens

が労働者に身を落としたこの経験は，彼の心には終生消えぬ汚点として残

るのである。Dickensは自分自身の悲しみと苦悩をDavidの心境の中に次

の様に表現しているといえよう。

Nowordscanexpressthesecretagoｎｙｏｆｍｙｓｏｕｌａｓｌｓｕｎｋｉｎｔｏ

ｔｈｉｓｃｏｍｐａnionship；comparedthesehencefoIthevery･dayassocル

ateswiththoseofmyhappierchildhood-nottosaywithSteer・

forthTraddles,andtherestofthoseboys,andfeItmyhopesof

gTowinguptobealearnedanddistinguishedman,crushedinmy

bosom.(ChapXI,ｐ､133）

Salem塾の少年達と交流を結んでいたDavidは，この工場の少年達とは
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心からうちとけることができない。一度教育を受けたことのあるDavid

と，肉体労働に携わるMurdstoneGrinby商会の子供運との間には，深い

洞があるのである。Davidにとって下圃階級の少年達との肉体労働からく

る屈辱感と，永遠にここを抜け出せないのではないかという不安と絶望に

滴ちたここでの生活は，悪夢でしかなかった。肉体労働に明け熱れる毎日

の中で,､彼の`leamedanddistinguishedman,になるという夢は次第に消

えうせていくのである。しかしこのような工場に身を囮いていては到底自

分の目ざす`gentleman,になれないと思い,Davidはとうとうこの工場を逃

げ出す決心をする。唯一の親戚である大伯母のもとへ身を寄せたDavid

は，再び大伯母の庇護のもとで，教育を受ける身となるのである。

下圃階級出身の少年達にまじっての肉体労働は屈辱感に満ちたものでは

あったが，かえってDavidに中産階級出身の誇りをうえつける結果となっ

た。Davidはこの体験後，今まで以上に立身出世を望むようになるのであ

る。

Davidは大伯母のもとでstrong塾という学校で素暗らしい教育を受け

ることができる。そしてstrong塾を卒業し就職を決めるまでに，乳母の

Peggottyの里であるYarmouthを訪れることにする。この旅の途中彼は

Londonに立寄り，そこで偶然にもSteeTforthと再会する。Steerforthは

Oxfordの学生という身分であった。“EducationatOxfordandCam、

bridgewasalsoexclusive,ｓｉｎｃｅｔｈｅｙｄｒｅｗｍｏｓｔｏｆｔｈｅｉｒｓｍａＵｓｔudent

bodiesfromthearistocracyandsmallpubIicschools''3という記述が示す

とおり，当時Oxfordに入学できる学生の数は極めて少数にしぼられてお

り，しかも貴族階級出身がほとんどを占めていたのである。Davidは，

strong塾卒業後は大学には進めず就職しなければならない我身と，今や

OxfordｂｏｙたるSteerfoTthの間には階級差があることをはっきりと自覚

し，あらためて上流階級出身のSteerfortbを羨しく思うのである。

DavidはSteerforthとのLondonでの再会後再び交流を持ちはじめる。

SteerforthはDavidに`Daisy,という，半ば女性につけるような愛称をつけ

て呼びはじめる。DavidはこのようなSteerforthの男らしいやり方にむし

ろ喜びを感じている。LondonでDavidはSteerforthの仲間も自分の下宿

に呼んで一度パーティーを開くことがある。この時Davidは多竝に酒を飲

み泥酔した醜態を偶然Agmesに見られてしまう。Agnesとは後にDavid

の妻となる誠実で聡明な女性である。Davidにとっては`ＧｏｏｄAngel，とも
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いうべきA8mesが,Davidにむかって，“Ｏｎｗａｍｉｎｇｙｏｕ…againstyour

badAngel.”（ChapXXV,ｐ､313)という言葉を投げかける。Steerforthが

Davidには悪影騨を与えるBadAngeI'であることを，この聡明な女性はす

でに見抜いているのである。しかしDavidは，“Then,Agnes,ｙｏｕｗｒｏｎｇ

ｈｉｍｖｅｒｙｍｕｃｈＨｅｍｙｂａｄＡｎｇｅｌ，ｏｒanyone，ｓ１Ｈｅ，anythingbuta

guide,ａsupport,ａｎｄａｆＴｉｅｎｄｔｏｍｅ１…"という言葉を返すのみである。

DavidはSteerforthの内面に潜む悪い部分を認めたくないのである。

DavidはAgnesの忠告にもかかわらずSteerfo｢thを愛し崇拝し続け

る。その理由として彼の容姿や明るく男らしい性格などの個人的な魅力が

あげられるが，それに加えてDavidはSteerforthの風する上流階級に強

い憧れを持っているといえるのである。Davidがどんなに憧れてもSteer、

forthと同じ上流階級に属することはできないが，彼にとってはSteer・

forthのようなOxfOrdboyを友達に持つことは喜びであり誇りなのである。

Davidは下層階級出身のHeepがなんとかして成り上がろうとする，卑怯

な姿に強い嫌悪感を持つ。しかし上流階級に風するSteerforthの欠点には

目をつぶり無条件に彼を崇拝するDavidの姿は，Heepの姿とどこか共通

点があるといえよう。DavidのSteerforthへの敬愛は彼の－秘のsnnobery

の表れなのである。

一方SteerforthはDavidの中に自分にはない純真さを見出し，それが

Davidと交流を結ぶきっかけとなる。しかしSteerforthは彼の母親が言う

ように常に自分を王様のように扱ってくれる人物を求めているのであり，

Davidは彼の我健を素直に受け入れてくれる人物であったということが

Davidを友人とした－つの理由だと考えられる。

２章

前章ではSteerforthとDavidの友情に見られるSteerforthの人物像を

David自身とも比較しながら考察してきた。Steerforthは明るく陽気な面

と冷酷さや傲慢さをあわせもつ人物であることがわかった。この章以下で

は，Steerforthと女性との関わりに注目しながら彼の“theirresistible

Byronichommefatale''４の面に焦点をあててみたい。

Uhommefatale，とは「女性を破滅させる男」を意味する。Steerforthは

この小説の中で２人の女性と恋愛関係をもち両者ともを破滅に追いこんで

いるといえる。まずこの章ではSteerfOrthが般初に愛したRosaDartleと
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いう女性と彼との関係を取り上げたい。

RosaDartleはSteerforthとは親戚筋にあたる上流階級の出身の娘で

ある。両親と死に別れ適産を相続し，今はSteerforthの母親の話し相手と

してSteerforth家で暮らしている女性である。Ｒｏｓａは幼い頃Steerforth

が澗癩をおこして投げたハンマーの為に，唇に傷跡が残っている。その為

か彼女は今日まで独身を通してきたのである。Davidは最初にSteerforth

家を訪れた時にＲｏｓａと会うが，この時の彼女の印鮫を次の様に述べてい

る。

Iconcludedinmyownmindthatshewasaboutthirtyyearsofage，

ａｎｄｔｈａｔｓｈｅｗｉｓｈｅｄｔｏｂｅｍａｒＴｉｅｄＳｈｅwasaIittlediIapidated-

likeahouse-withhavingbeensolongtolet;yethadaslhave

said,anappearanceofgoodlooks・Herthinnessseemedtobethe

effectofsomewastingfirewithinher,whichfoundaventinher

gaunteyes.(Chap.ＸＸ,ｐ249-250）

このようなＲｏｓａのことをＪ・HBuckleyは,“RosaDartleisconsumed

foreverbyasexualfrustrationsheherselfhaswiIfuUynurtured''5と述

べている。

Steerforthは自分が傷つけたＲｏｓａに同悩を寄せたせいもあるのか，－

時は真剣にＲｏｓａを愛する。一方Rosaの方は，

"Idescended-aslmighthaveknownlshould,butthathefascinat‐

edmewithhisboyishcourtship-intosdolLatrineforthe

occupationofanidlehour,tobedropped,andtakenupIandtrifled

with,astheinconstanthumourtookhim…，，(CbapLVI1p､685-686）

という彼女の告白にもあるようにSteerforthの少年のような求愛を受け

入れ，彼の人形同然になりさがってしまう。Steerforthは－時の気まぐれ

でＲｏｓａを愛したにすぎず,その後彼女への愛は急速にさめてしまう。しか

しＲｏｓａは今も尚彼のことを愛しており，その一途な想いはSteerforthを

恐れさせてさえいるのだ｡彼は今ではＲｏｓａのことを,長年自分を研ぎすま

してきた全身が刃のような女だとまで言っている。かつては愛した女性に



α"近Ｃｎ，Pe施随におけるSteerfwthの人物像幻

対しても一度興味をなくすと極めて冷淡な態度をとるSteerforthなので

ある。

DavidはSteerforth家に滞在中に，彼が下層階級のPeggotty一家に対

して次の櫛に見解を翻らすのを聞く。MrPeggottyとＨａｍはDavidのい

るSalem塾を－度訪れたことがあり，その時Steerforthも彼らと顔を合

わせているのである。

`WhyDthere，saprettywideseparationbetweentｈｅｍａｎｄｕｓ…

ＴｈｅｙａｒｅｎｏｔｔｏｂｅｅｘｐｅｃｔｅｄｔｏｂｅａｓｓensitiveasweareTheir

deIicacyisｎｏｔｔｏｂｅｓｈｏｃｋｅｄ，orhurtveryeasily・Theyare

wonderfullyvirtuous,Idaresay-somepeoplecontendfoTthat,ａｔ

least；ａｎｄＩａｍｓｕｒｅｌｄｏｎ，twanttocontradictthem-buttheyhave

notveryfinenatures，andtheymaybethankfulthat，liketheir

coarseroughskins,theyarenoteasilywounded.，，(ＣｈａｐＸＸ,ｐ､251）

DavidはSteerforthが表面上はPeggotty達と親しく接しながら，心の

奥底では彼らにこのような偏見を持っていたことを知り慨然とする。その

場にいあわせたＲｏｓａもまたPeggotty達のような下層階級には強い偏見

を持っておりSteerforthと自分が同意見なのを知って満足な様子を示す。

DavidはＲｏｓａとの間に恋愛関係があったことを直接Steerforthの□

から聞いてはいないが，RosaがいまだにSteerforthに魅かれていること

を示す場面がある。MichaelSlaterは"ThesexualtentionbetweenSteer‐

forthandRosaispowerfullydramatizedintheharpplayingscenein

chapter29"`と指摘している。

第29章はDavidが再びSteer〔orth家を訪れた時のことを描いている。

Steerforthがこの時Rosaの機嫌を直すことに没頭する場面がある。Ｒｏｓａ

は最初はSteerforthの"thefascinatinginfluenceofhisdeUightfulart'，

(Chap・XXIXp371)に対して必死で抵抗を示すのだが，やがて彼女の搬子に

変化が現れ，DavidはＲｏｓａがSteerforthの顔を惚れぽれとながめている

姿さえまのあたりに見るのである。それでもなお彼女は彼の魅力に対して

闘っているのだが，ついには彼女の顔に浮かぶ恐ろしい表悩はいつしか消

えてしまい，静かな優しい表情となっていた。しばらくしてSteerforthは

Rosaにアイルランドの歌を歌ってくれと頼み，それに応じて彼女が歌い
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終わった時のことだった｡Steerforthが立ち上がってRosaのそばへ行き，
片手を彼女の肩において，“Come,Rosa,forthefuturewewillIoveeach

otheｒｖｅｒｙｍｕｃｈ１,'(Chap､ＸＸＩＸｐ､372)と言った途端，Ｒｏｓａは彼の手を振

りほどき，恐ろしい勢いで部屋を出て行ってしまうのである。

MichaelS1aterはＲｏｓａがこの時とった行動に見られる心理を，“Rosa

suddenlyrealizesthatshehasbeendeliberateIyseducedbySteerforth

alloveragain0oncemoreｍａｄｅｔｏｂｅｃｏｍｅ`atrinefortheoccupation
ofanidlehour….'''７だと説明している。ＲｏｓａはSteerforthへの想いが

再燃し,再びSteerforthの気の向いた時だけに愛される人形になりたくな

かったのである。Steerforthにとっては，一度自分が裏切った女性に対し

てでも気まぐれから優しくし，再び彼の方に目を向けさせるのは造作もな

いことだった。Steerforthは女性を虜にしてしまう魅力を備えた男であ
ＣＡＪし

り，これ力:彼の`hommefatale'たる所以なのである。

３章

般後にSteerforthと恋愛関係にあったもう１人の女性,ＥｍｉｌｙとSteer・
forthとの関係を考察しながら彼の女性観についてまとめてみたい。

ＥｍｉｌｙはDavidの乳母Peggottyの里であるYarmouthに住むDavid

の幼ななじみだった。彼女は愛らしく優しい娘でDavidの初恋の相手でも

あったのだ。Ｅｍｉｌｙは漁師である父を海の事故で失い，Peggottyの兄にひ
きとられて娘同様に可愛がられている。Steerfo｢ｔｈはこのＥｍｉＩｙを誘惑
し，駆け落ちするのであるが，この事件は次に示すようにこの小説の中で
は重要なテーマの１つである。

ThestoryoftheseductionandbetrayaIofayoungsimplegirlby
asophisticatedphilandererobviouslyfiｔｓｉｎｗｅｌｌｗｉｔｈｏｎｅｏｆｔｈｅ

ｇｒａｎｄｕｎｉｆｙingthemesofCopperfield,thelossandbetTayalof

innocence,andDickenssawinitanopportunitytoputtheplightof
faIlenwomen8

Peggottyの兄は漁師であり，優しく善良な男である｡彼はＥｍｉｌｙの他に
も孤児のＨａｍや夫に先立たれた女性，MrsGummidgeをも引きとり，世

話をしてやっているのだ。このPeggotty-家はポートを改造した家に住
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んでいる｡血縁関係こそないが互いに愛しあうこのboathouseに集う人々

は，Dickens自身のお気に入りの家族であり，Dickensは"purityofhome・

lygoodness'，,の象徴としてPeggotty一家を描いているのである。

このような暖かい家庭に育ったＥｍｉｌｙは美しく素直な少女である。

Davidはまだ子供の時，Yarmouthを訪れＥｍｉｌｙと友達になる。たまたま

その時に２人で浜辺を散歩する機会があり，Ｅｍｉｌｙは，自分の父は漁師で

ありDavidの父のような`gentleman0ではないと話す。Ｅｍｉｌｙは幼いなが

らも自分とDavidには階級差があるということを認識しているのである。

そしてＥｍｉｌｙはいつの日か`lady'になることが自分の夢だとも口にするの

である。その時Davidは，Ｅｍｉｌｙが相当の高さで海にかかっている手すり

もない材木の上を駆けてゆく姿を見る。これを見てDavidは，Ｅｍｉｌｙは単

に大人しい少女であるだけでなく，危険をもかえりみないむこうみずな－

面を持つことに気づくのである。

DavidはOxford在学中のSteerforthとLondonで再会した後，Yar、

mouthを訪れようということになる。Davidは例のｂｏａｔhouseを訪れる

前に，Ｅｍｉｌｙの勤め先であるＭＴＯmerの家に立ち寄り，Ｅｍｉｌｙの近況を

聞く。DavidはＭｒＯｍｅｒの娘MinnieからＥｍｉｌｙは`lady'になりたがって

おり，Ｙａ｢mouthの人々とは親しくしていないということを耳にする。

MinnieはＥｍｉｌｙのような下圃階級に属する娘が`lady，になりたいという

ような身分不相応な夢を持つことは，やがてＥｍｉｌｙを不幸に導くのではな

いかと懸念している。実際Ｅｍｉｌｙはこの幼い頃から抱き続けてきた夢の実

現の為に，Steerforthに誘惑されるといっても過言ではない。

DavidはSteerforthと共にまず乳母のPeggottyの家を訪れる。彼は初

対面のPeggottyの心も次に示す様な彼の魅力によって素早くつかむこと

に成功する。

hiseasy,spiritedDgoodhumour,hisgenialmanner0hishandsome

looks，hisnaturalgiftofadaptinghimselftowhomsoeverhe

pleased,andmakingdirect,ｗｈｅｎｈｅｃａｒｅｄｔｏｄｏｉｔ，tothemam

pointofinteresti、anybody，sheart；boundhertohimwhollyinfive

minutes.(Chap､ＸＸＩ,ｐ､264）

Steerforthは前述した様に下間階級に属しているPeggotty達へは心の
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奥底では強い偏見を持ちながら，表面上はそんな素振りも見せず，ほんの

数分でその場にいる人を魅了してしまうのだ。

DavidとSteerforthはその晩MrPeggottyのｂｏａｔhouseを訪れるが，

この時にも彼はごく自然で垢抜けた態度でMrPeggotty達に接するので

ある。偶然にも２人が訪れた夜はＥｍｉＩｙとＨａｍの婚約が決まった晩であ

った。ＥｍｉｌｙはＨａｍとは子供の時からMrPeggottyに兄と妹のように育

てられた。そのせいかＥｍｉｌｙはＨａｍをどうしても結婚相手と見ることは

できない。それにＥｍｉｌｙは幼い頃から抱いていた`lady,になりたいという

夢を未だに持ち続けている。`lady'とは従来"anywomenmarriedtoa

gentleman'''0であることを考慮に入れれば，漁師のＨａｍと結婚すること

はＥｍｉＩｙにとっては夢を捨て去ることを意味する。この為ＥｍｉｌｙはＨａｍ

の求婚を－度は退けるが，Ｈａｍの熱意にほだされとうとう彼との婚約を

決意する。皮肉にもＥｍｉＩｙはＨａｍとの婚約披露のめでたい席で後に彼女

の誘惑者となるSteerforthと初めて顔をあわすのである。Steerforthはこ

のめでたい席にもごく自然に溶けこみ，洗練された話ぶりで彼らに楽しい

話題を提供する。そしてＥｍｉｌｙの目はいつしかSteerfo｢ｔｈに注がれてい
たのである。

Ｈａｍは善良で鰔実な男であるが，後にSteerforthが彼のことを美しい

Ｅｍｉｌｙとは不釣合の"achuckleheadedfeIlow',(ChapXXI,p,271)と評する

ように,粗野な田舎男である｡Ｈａｍと比較するとSteerforthは上流階級出

身の都会的な美男子であり，Ｈａｍとは対照的な男性なのである。それゆえ

SteerfOrthと最初にあった晩，Ｅｍｉｌｙの目が彼に釘づけになってしまうの

は無理もないことである。

ここでSteerforthがＥｍｉｌｙを誘惑するに至る彼の心理について言及し

てみたい。Steerforthは父を早く亡くし母親の手だけで育てられ，そのこ

とが彼の性格形成に大きな影響を及ぼしたことは前述した通りである。さ
てSteerforthはYarmouth滞在中にDavidに向かって，“IwishtoGodl

hadhadajudiciousfathertheselasttwentyyears1,,(Chap・ＸＸＩＬｐ､274）

と告白する場面がある。さらに彼は"IwishwithallmysouIIhadbeen

betterguided1，'(Chap・XXII,ｐ､274)と続ける。この言葉からもわかるよう

に，彼は上流階級の裕福な家に生まれ，何不自由ない生活を送っているよ

うに見えながら，実は誰１人として彼の人生の良き導き手となる人物がい

ないことを嘆いているのである。その意味では彼は精神的には常に満たさ
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れない状態にあったといえよう。“IamheavycompanyformyseIf'，
(Chap,XXIIp274)という言葉が示すように，彼は自分自身のことさえ持て

あまし気味なのである。彼は自分の目の前に漠然と広がる人生にも退屈し

ており,何か熱中できるものを見つけるとそれをやり遂げることに全糟力

を注ぎこむ｡例えば彼はYarmouth滞在中には船を乗りこなすことに熱中

する。Davidは彼の何でもいとも簡単にやり遂げてしまう能力を賞賛する

が，Steerforthが物事に熱心に取り組むのはあくまでも興味が続く間だけ

のことであり，飽きるとすぐに投げ出してしまうのである。Steerforthは

自分自身が，“capriciousfellow''(Chap・XXII,ｐ275)であることを十分自覚
しているのである。

Steerforthにとっては恋愛さえも"abriuiantgame，playedforthe

excitementofthemoment,fOrtheemploymentofhighspirits，,(Chap、

XXLp265)にすぎない。SteerforthはＥｍｉｌｙがDavidの初恋の相手であっ

たことを知り，彼女に興味を抱く。そして現在はＨａｍの婚約者であること

を知りながらも次第にＥｍｉＩｙに魅かれてゆく。そして船を乗りこなすこと

に没頭したように，Ｅｍｉｌｙを誘惑して自分のものにすることを新たな目標

として彼女に接触しはじめるのである。

一方ＥｍｉｌｙはＨａｍと婚約を決めた晩に初めてSteerforthにあった時

から彼に魅きつけられる。Ｈａｍの誠実さにうたれ彼を愛そうと努力しな

がらも，Ｅｍｉｌｙは`hommefatale'であるSteerforthの魅力に抗うことはで

きない。Ｅｍｉｌｙは叔父のPeggottyやＨａｍを裏切るという行為がどんな

に罪深いものであるかわかっていながらSteerforthに魅かれていく自分

をどうすることもできない｡Steerforthが上流階級に属する`gentIeman，で

あることを知っていたＥｍｉｌｙは，結局彼の｢`lady'にしてやる」という口説

き文句を真に受けて彼と駆け落ちしてしまうのである。叔父やＨａｍの純

真さを裏切りSteerforthのもとへ走ったＥｍｉｌｙは，これ以後Victoria社
会の厳しい道徳に反した愉落の女性として生きていかねばならないのであ
る。

しかしＥｍｉｌｙはまもなく自分の人生を賭けたこの駆け落ちは失敗であ

ったと気づく。Steerforthは最初のうちこそＥｍｉｌｙを大事にしていたが，

やがて彼女に飽きてしまい，召使に彼女を預けて自分１人で航海に出てし

まうのだ｡SteerforthにとってはＥｍｉｌｙもRosaDartleと同じく興味の続

く間だけ弄ぶ人形にすぎなかったのである。
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DavidはやがてSteerfmthとＥｍｉｌｙの駆け落ちの知らせを聞き，Ｅｍｉｌｙ

の消息を知るためにSteerforth家を訪れる。彼と同行したMrPeggotty

はＥｍｉｌｙを誘惑したSteerforthを心の底から憎んではいるが，もし彼が

Emilyと結婚するつもりがあるなら彼を許そうということをMrsSteer・

fOrthに告げる。しかしMTsSteerforthは息子と同じく下圃階級に対して

冷酷な意識を持っており，Ｅｍｉｌｙと息子を結婚させようなどとは毛頭考え

ていない。それどころか彼女は次に示すようにこれまで人並以上に愛情を

かけてきた息子がよりによって下圃階級出身の娘と駆け落ちしたことに激

しい憤りを感じているのである。

MrsSteerforth,ssufferingisaresultnotofselnesslovebutofher

ownpride(sheragesagainstherson'ssetting`thiswretchedfancy

[Ｅｍ'lylagainsthismothe｢,sclaimsuponhisduty,love,respect，

gTatitude，)andfarfromennoblingher,iteventuaIIyfreezesherinto

asortoflivingdeath・'''1

MrsSteerforthは息子の経歴を傷つけるこのような結婚は断じて許さな

いと言い弧る゜そして息子の不祥事を金によって解決しようという言葉を

彼女が出した時，さすがに温厚なMrPeggottyも怒りを露にし，彼女の今

の顔つきは，Steerforthの表面上は明るく振舞いながら心の奥底では恐ろ

しい裏切りをたくらんでいる顔と同じだと言う。Davidもこの時Steer・

forthの強情さや傲慢さは母親麹りだつだことを悟る。MTPeggottyは今

までＥｍｉｌｙとSteerforthの階級の違いをあまり考えたことはなかった

が，この時にはっきりと，下層階級出身の娘が上流階級の息子と恋愛した

場合は，娘の方は弄ばれるにすぎないことを悟るのであった。

－万ＥｍｉｌｙはひそかにLondonに戻り，親友のMarthaのもとへ身を寄

せる。そこへ突然RosaDartleが現れる。Stee｢forth母子と同じく下同階

級に対して強い偏見をもつＲｏｓａはＥｍｉｌｙの家族を激しく鳳倒する。

"Ｙｏｕｒｈｏｍｅ１Ｄｏｙｏｕｉｍａｇｉｎｅｔｈａｔｌｂｅｓtowathoughtonit，ｏｒ

ｓｕｐｐｏｓｅｙｏｕｃｏｕｌｄｄｏａｎｙｈａｒｍｔｏｔｈatlowplace,whichmoney

wouldnotpayfor,andhandsomeIy？Ｙｏｕｒｈｏｍｅ１Ｙｏｕｗｅｒｅａｐａｒｔ

ｏｆｔｈｅｔＴａｄｅｏｆｙｏｕｒｈｏｍｅＤａｎｄｗｅｒｅｂｏｕｇｈｔａｎｄsoldlikeanyother
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vendiblethingyourpeopledealtin.”(Chap.Ｖ,ｐ615）

今も尚Steerforthを深く愛しているＲｏｓａは，一時的にせよ下層階級出身

のＥｍｉｌｙがSteerforthに愛されたことに対して憤りを感じＥｍｉｌｙに対し
て激しく嫉妬の炎を燃やしているである。

Ｒｏｓａは上流階級出身のため，Steerforthの階級には関係なく彼個人を

純粋に愛したといえるが,ＥｍｉｌｙにはSteerfoTthの個人的魅力に加えて彼

の階級というものが彼女の心理に大きな影瀞を及ぼしたといえよう。とも

あれSteerforthを愛したＲｏｓａとＥｍｉｌｙは結局彼に裏切られ,両者とも女

性としての結婚という幸せをつかむことはできない。ＲｏｓａもEmilyb
Steerforthの気まぐれな性格の機牲者となってしまったのである。Steer・

forthは女性の心をつかむ魅力を十分に備えており，女性達はいつしか彼

の虜となってしまう。しかし彼にとっては恋愛は一種のゲームにしか過ぎ

ず，従って女性は彼の気の向いた時にだけ遊ぶ玩具に過ぎないのである。

結論

以上のようにDavid･Rosa,Ｅｍｉｌｙとの関わりを中心にSteerforthの人

物像を考察してきた。Davidとの交流の中ではSteerfoTthの明るく男らし

い鴎性の面が多く見られた。しかしその反面Peggotty-家など下圃階級

に属する者に対しては，心の奥底では極めて冷酷な感情を持っている。ま

たSteerforthはDavidには欠落している男性的魅力を持ち，Ｒｏｓａと

Emilyという２人の女性に対しては`hommefatale'の面をのぞかせる。

このようにSteerforthは表面的には明るく気取りのない男性を装いな

がら，高慢で冷酷な面を持つ二面性のある人物なのである。

結果的にはDavidの純情を裏切りＥｍｉｌｙと駆け落ちしたSteerforth

は,彼をよく知るMissMowcherが"MaytheFatherofallEviIconfound

hｉｍ,'，（Chap・XXXII,ｐ､395)と言うように憎むべき忍者には違いない。しか

しSteerforthは嵐の中での壮絶な最期によって，自分の罪を償ったともい

えるのである。

DavidはSteerforthの裏切りを知ったあとでさえ"Ineverhadloved

Steerforthbetterthanwhenthetiesthatboundmetohimwerebroken”

(ChapXXXII,ｐ,388)と考えているのだ。Davidは彼の内面に潜む悪に気づ

きながらも終始彼への態度を変えようとしない。DavidはSteerforthの行
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為の卑劣さよりもあまりにも生彩に満ちた彼の性格が強く印象づけられ，

心から彼を憎むことができないのである。

AngusWilsonも"ThisisperhapswhyDickens，incompensation，

glvesoneofthefinestportrayalsinfictionofthatsecularsemblanceof

grace，calledcharm，ｉｎｔｈｅｍａ｢veUouslylivingcharacterof

Steerforth､'''2と指摘するようにSteerforthの生彩に満ちた性格描写は

比迩ＣＤ向ＤＢﾘﾌﾞ7℃〃の大きな魅力の１つとなっているのである。
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－－人間存在と時間一

斎藤泰子

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

ＩｎＴｈｅＳＤ”。＠"ｄ腕ｅＦｈＵがchronologicaltime，relatingtothe

conceptionofhourwhichisthecreationofhumanmind,ｈａｓａｎｉｍｐｏｒ・

tantmeaningQuentinandJason,twonarratorsofthisnovel,aretied

tOit、AndtheycannotbehealedoftheirspirituaIinjurybythepassing

oftimeTheirexistenceshavenomeaning・Ontheotherhand,Benjy，

becauseofhismindIessness,isfreefromchronoIogicaltime・Thoughhe

isnotfully,developedhuman,ｈｅｉｓｅｎｄｏｗｅｄｗｉｔｈｓｏｍｅｓｐｅｃｉａｌｐｏｗｅr

-powerofinspirationOwingtohispower，inthelastscenehecan

participateinhishappyday・

InthisnoveLFaulknertriestodescribethemeaningofhuman

existencethroughtheinfluencesofchronologicaltimeuponhumanity・

ＦａｕｌｋｎｅｒｓｈｏｗｓｉｎｔｈｉｓｎｏｖｅＩｔｈｅｐｏｗerofthespiritwhichenables

humanｉｔｙｔｏｒｅａｃｈａｎｄｇｒａｓｐｔｈｅｅｔｅｍａｌ．

時間を考えるとき，我々は２つの時間概念に行きあたる。１つは，人工

的に刻みつけた時刻によって規定されるクロノロジカルな時間，つまり物

理的時間である。人間の思惑とは無関係に，それは刻一刻と刻まれていく。

そしてもう１つは，この物理的時間を超え，その外にある永遠の時間，つ

まり内的時間である。この永遠は，無限の時間という意味ではない。経験

を通して駆識され，過去，現在，未来が共存する，無時間性の時間きさす

のである｡lFaulknerのｍｅｓ､ｨ"‘α加。』ﾙｅＦＷがについて,今まで取り

上げられてきた大きな問題の１つが，時間の問題である。例えばJ､ＰＳａｒ・

treは，この作品において，過去は決して失われず，未来はさえぎられてい

る，と指摘している｡２作品全体を通して,読者は時間を強く意識させられ

る。
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この小説は４つの部(以下，第１部，第２部，第３部，第４部と表わす）
に分かれているが，各部は日付により分けられている。一見，きっちりし

た物理的時間に支配された物語のように見える。ところが最初のBenjyの
語りの部を読み始めるや，読者はいきなり物理的時間概念の解体した混沌
の世界に直面させられる。Fau】knerはのちにBenjyのことを，“mindless
atbiTth"と形容しているが,時刻とは人間のmind，すなわち知性によって

考え出された概念である｡，我々の社会が物理的時間によって区分されて

いるにもかかわらず,Faulknerはそれを排除した世界を提示してみせる。
この小説は,物理的時間が支配する世界と,支配の外にある世界の対立によ

って成立している。この小論では，この２つの対立した世界を検討し，
Faulknerの主張を探り出したい。

ｌ

まず各部で時間がどのように描かれているか検討し，その時間によって
登場人物を簡単に分類する。

第１部の最初では，時間が飛んでいることも，語り手のBenjyが白痴で
あることも知らされていない読者は，話の筋がつかめずに混乱する。読み
進むうちにBenjyの知能が低いことが明らかになる。彼の語りでは，同じ
できごとが前後の脈絡がなく繰り返されており，時間が入り乱れているの

である。しかし読者からみての混沌は,Benjyの記憶が記憶を呼び,鎖状に
繋がっているものである。彼にとってそれは，決して突発的に呼び起こさ
れたものではない。それでも読者は第１部の終わりまで読み進んでも，そ
の内容をよく理解することは難しい。第１部には筋がないからである。こ
うして第１部を読む読者は，物事を理解するのに，物理的時間に頼らざる
を得ないことを思い知らされるのである。

また第１部の中で，Benjyは過去を思い出し，'７ＣＯ"〃ハ“γ'舵

ｃｂ虚…”(65)と言い，現在に意識が戻っても，“IcouldstilIhearthe

clock…'，（68)と言う｡仁の時計はBenjyが幼い頃から現在に至るまで，
Compson家にある柱時計だ。もちろんBenjyが語り手なので，読者は第１
部の中で，正確な時刻を示されることはない。けれどもBenjyが時計の音
を自分の興味の対象にしていたことを，覚えておきたい。

第２部のQuentinの語りでは，読者はさらに強烈に物理的時間を意識さ
せられる。彼は次のように語り始める。“Ｗｈｅｎｔｈｅｓｈａｄｏｗｏｆｔｈｅｓａｓｈ



、ｈｅ動UUDUda"dlAeFiHぴ－人間存在と時間一鋼

appearedonthecurtainsitwasbetweensevenandeightoDclockand

thenlwasintimeagain,hearingthewatch[s北]，,(86）彼にとって，目

が醒めるということは,時間の中へ入ることなのである。Quentinは,繰り

返し1910年６月２日の時刻を告げる。自分の腕時計をわざと壊したにもか

かわらず，彼は様々な手段で時刻を知る。学校のチャイム，時計台の文字

盤や鐘,果ては窓枠の影や自分の感覚などでも，時刻がわかるというのだ。

Quentinが必ずしも必要としない場合でも，時刻はQuentinの意識の中に

するりと入り込むようである。人は時計の音を長い間忘れていても，チッ

クという一瞬で"mind,,（86）の中に，聞いていなかった過去の時間の行列

を作り出せる，と彼は考えている。Quentinの父は．時々時間を忘れるよう

に，と彼に腕時計を与えたが,結局は逆効果となる。Quentinは物理的時間

に縛られており，彼の世界は物理的時間に支配されている。

ところが，極端に時間を意織するQuentinの語りが樹成する第２部は，

実は彼の意識と物理的時間が入り乱れ,,混沌としている。過去の回想と現

在が唐突に入れ換わり，読者は大いにとまどうのである。しばしば句読点

が省略され，次から次へと綴<言葉の列は，先の見えない迷路に迷い込ん

だような印象を与える｡Benjyの語りが銃者をとまどわせるのは,白痴であ

るために引き起こされるクロノロジカルな時間の崩壊が原因である。彼の

語りでは,Faulknerは確実に句読点を使っている。ところがQuentinの語

りでは,句読点の省略により,彼の思考の狂いを示している。また,Quentin

が自分のことを話す時，「私｣という言葉に大文字の“Ｉ'，ではなく，小文字

の“ｉ”が使われている｡Quentinは自己を他の中に埋没させているのだ｡物

理的時間の中で，彼は自殺する前から，自己の存在を失っていることが読

み取れる。

さらに第３部では，語り手のJasonは時刻を気にしながら行動してい

る。彼の場合は，仕事の休憩時間や，株の情報を手に入れるために時間を

確認することが,銃者に現在の時刻を示す結果になっている｡Jasonが極端

に時1111に敏感であるのは，それが自己の利益に直接につながっているから

である。自分の家と他の場所と仕事場をせわしなく動き回るJasonは，時

間と抜きつ抜かれつの競争をしているようである。それに，教会の牧師に

心の中で毒づく時にも，“…ｈｅ[ParsonWalthhall]hasn0tgotanything

todo:whatdoeshecarewhattimeitis.，,(285)と考えている。彼の頭の

中から時間は離れないのだ。

Ｉ
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けれども第３部に至って，読者はようやく時間と意識が混沌とした世界
から解放される。第１部，２部で理解できなかった出来事や状況が，第３
部を読むことで理解できてくる。もちろんJasonもしばしば過去を振り返
る。しかし彼は，それがいつの出来事であるかを明らかにしている。物理
的時間が支配する年代順の秩序は,､保たれているようである。そして彼の
思考は，見事なまでに金銭の話へと戻って行く。彼の頭の中は，物理的時
間と金銭によって，バランスが取られているのだ。だがいかにパランスが

取れていても，それは読者の目には味気ない，無味乾燥なものに映る。
第４部は，一見何の問題もない時の流れが支配するかに見える。だがし

ばらくして，読者はCompson家の柱時計が現在では狂ってしまっている
ことを知る。しかも，この柱時計の音が醜者の耳に大きく聞こえてくるの

だ。“Onthewallaboveacupboardoinvisiblesaveatnight,bylamp
lightandeventhenevincinganenigmaticprofunditybecauseithadbut
onehand,acabinetcIockticked.…,'(316）時計の本体が場面に描かれて

いなくとも，それが刻む音だけが聞こえ，その音はこの家の空間を支配し
ているかのようである。“[T]herewasnosoundsavetheclockandthe

fire."(317）とか"therewasnosound…savethesimmeringmurmurof
theketｔｌｅａｎｄｔｈｅｃｌｏｃｋ.'，(329)と静けさの中で，狂った時計の音だけが
轡いているのである。第４部で読者が接するのは，Compson家の狂った時
間と現実の時間両方である。

さらに語り手は次のように言う。“Theclocktick-tocked,soIemnand

profound，ＩｔｍｉｇｈｔｈａｖｅｂｅｅｎｔｈｅｄｒｙｐｕＩｓｅｏｆｔｈedecayinghouse
itself…',(329).狂った時計の音は，一家の崩壊の象徴になっているのだ。
時間が抗し難い力を持っているかのようである。だがこの時計の音に注意
を払うのは，実は２人の登場人物だけである。時間を気にするQuentinや
Jasonではない｡前述のBenjyと,使用人の黒人女性Dilseyの２人である。
あたかも時間を超越しているかにみえるDilseyさえも包み込んでしまう
抗し難い力が存在するということが，時計の音に注意を払っているから，
という理由で，よく指摘される｡’だが反対に，CleanthBrooksは，Dilsey
の時間の中に"theconceptofeternity"を見い出している｡‘Dilseyは
Compson家に，何とか一定の秩序を保とうと，時計の音に耳を傾ける。そ
して狂った時計の音から，正しい時刻を知るのである。また彼女は，物理
的時間に追われて生きているのではないようだ。Benjyも物理的時間の慨

I
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念のない存在である。むしろ，２人だけが時計の音を聞くということは，

２人が，一見抗し難い力を持っているかのようにみえる物理的時間に影響

を受けないものを持っている，という共通性があることを示しているので

はないだろうか。

ここまで各部で描かれている時間を見てきたが，時間による２つの分類

ができるようだ。つまり物理的時間に大きく影騨を受けているQuentinと

Jason，それからその支配の外にいるようにみえるBenjyとDilseyという
分類である。

Ⅱ

ここでは,次のCompson氏の言葉を念頭におきつつ,物理的時間の影響

について考え，QuemtinとJasonの共通点を探りたい。次の言葉はCOmp
son氏が，息子のQuentinに言ったものである．

…itishardbeIievingtothinkthataIoveorasorrowisabond

purchasedwithoutdesignandwhichmatureswiuyniUyandis

recalledwithoutwamingtobereplacedbywbateverissuethｅｇｏｄｓ

ｈａｐｐｅｎｔｏｂｅｎｏａｔｉｎｇａｔｔｈｅｔｉｍｅｎｏｙｏｕｗｉｌｌｎｏｔｄｏｔｈａｔｕｎｔｉＩｙｏｕ

ｃｏｍｅｔｏｂｅｌｉｅｖｅｔｈａｔｅｖｅｎｓｈｅ［Caddy］ｗａｓｎｏｔｑｕｉｔｅｗｏｒｔｈ
despair.…[s妬］（204）

Quentinは知的な人物である｡彼の語る第２部は,この作品の中でも最も

哲学的，思索的傾向が強い。さらに彼は，潔癖な－面も持っている。例え

ば自分が自殺する直前ですら，自分の回りに実に細かく気を配る。“Ｔｈｅｎｌ

[Quentin]rememberedlhadn,tbrushedmyteeth,solhadtoopenthe
bagagain．’…brushedmyteethlsqueezedthebrushasdryaslcould
andputitbackinthebagandshutit.…'，(205）このあと彼は帽子にブ

ラシをかけ，部屋を出て，自殺する場所へ出かける。彼はすでに入水自殺

をする場所を下見に行き，体が浮かぬよう重り用のアイロンまで図いてき

ている。漣き手紙も用意している。彼の自殺は決して衝動的な行為ではな

い。彼は不思識に思える程，冷静である。Quentinの行為をみる限り，彼は
知性的人物である。

そんなQuentinが，何故自殺してしまうのであろうか。自分を冷静にみ

il
iU

iｉ
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つめ,判断することができなかったのであろうか。その理由を考えるとき，

彼が自らの存在の拠りどころを失ってしまった，ということを考えねばな

らないだろう。Quentinにとって，Caddyの処女性が自らの存在の拠りど

ころだった。Caddyが処女を喪失した時点では，彼はその事実を受け入れ

ることに，様々な抵抗を試みる。自分と彼女が近親相姦を犯したと，思い

込もうとするのだ。Caddyと２人で，「罪」（"crime，,）（170)を背負おうと

しているのだ。また，Caddyや相手の男を殺そうとも考えるが，結局彼は

頭の中で殺人を考えるだけで，最終的に実行できない。その上Caddyは，

"Ｍｌｅ〃ｊｈｇｙ［men］mwcAe‘加２１．ね‘”［sjb](171)と言う。彼の求める

Caddyが精神的には死んでいることを，彼女自ら露めているのだ。ここで

すでにQuentinは追い詰められているようにみえる。それでも彼は，,(．、

zue〃[CaddyandQuentinwill］”ひeわｇＤａ８(1ｑｙａ池iWAcPoi"ﾉｨ堰“ｄ

肋eholnlw肋cc“"/Zα噸e…”[sib](170)と，２人で世間から逃げること

を考えるが，Caddyは母のCompson夫人が選んだHerbertと結婚してし

まう｡Quentinは自らの拠りどころを奥失し,心に｢絶望｣("despair,，[204]）

という傷を受けるのである。

そしてQuentinはついに心の傷を癒すことはできない。彼は次のように

言う。“…allmenarejustaccumu1ationsdollsstuffedwithsawdust…

allpreviousdollshadbeenthrownawaythesawdustflowingfromwhat

woundinwhatsidethatnotformediednot.,,(201)流れ続ける"sawdust',

のイメジは，人間の心の傷は決して塞がらない，というQuentinの考えを

象徴している。さらに彼は，,(．、ヴJtf〃ｓｊ”。α加0/AcrsoJcow〃“ｙ

｣ＷｈｃｒｊＭＤ肋〃[sib]"(197)と，他に拠りどころとなるものがないことを，

嘆いてみせてもいる。Compson氏は，“…ifyouarecarefulitmightbe

agoodthingwatchingpennieshashealedmorescarsthanjesus…

[sjb]''（204）と考え，Quentinに旅行をさせるが，金銭によっても彼の傷

は癒せはしない。また彼は｢すべての希望と欲望の巨大な墓」（"themauso‐

leumofaIlhopeanddesire,,)(86）であるはずの時計，そして物理的時間

の中にCaddyを捨て去ることもできないのである。金銭や時刻,時計とい

ったものは，人間が自己の利便のために考え出したものであり，知的精神

活動の産物である。つまり，金銭や物理的時間,言い換えればｍｉｎｄと深く

関わるものでは，Quentinを救うことはできないのである。

ところで,Quentinには再生の願望がある。それについて，彼は第２部で
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3度言及する。

…afteralongtimetheycannotdistimguishevenbonesuponthe
loneIyandinviolatesandUntilontheDaywhenHesaysRiseonly
theflat.i｢onwouldcomefloatingup.(91）

…whenHesaidRiseonlytheflatirons.(129）

Whenyouleavealeafinwateralongtimeafterawhilethetissue
wilIbegone.…Ｔｈｅｙ[deIicateIibers]donttouchoneanother,ｎｏ
ｍａｔｔｅｒｈｏｗｋｎｏｔｔｅｄｕｐｔｈｅｙｏｎｃｅwere,nomatterhowcIosethey
layoncetothebones，ＡｎｄｍａｙｂｅｗｈｅｎＨｅｓａｙｓＲｉｓｅｔｈｅｅｙｅｓｗilI
comenoatinguptoo…tolookonglory、ＡｎｄａｆｔｅｒａｗｈｉＩｅtheflat
ironswouldcomenoatingup[sibl(133）

ここで"natiron"という語が出てくるのは，Quentinが自殺のときに重り
にアイロンを使おうとしているからだが，この３つの引用をみると．浮か
び上がるのがアイロンだけでなく，“theeyes"へと変化している｡彼の気持
ちが徐々に変化しているのが明らかである。水はしばしば死と再生の象徴
とされるが，滑らかな炎により浄化されることを考えたQuentinは，水に
よる浄化も望んだのであろう。ここで描かれているのは，もちろん肉体の
再生ではない。水や火による浄化は，永遠と結びつく，Spiritualな，つま
り魂の再生である。またCompson氏は，Quentinに，“…youarenot
thinkingoffinitudeyouarecontempIatinganapotheosisinwhicha
temporarystateofmindwillbecomesymmetricalabovethefleshand

awarebothofitselfandofthefleshitwillnotquitediscard…[sjb],,
（203)と言う。Quentinが，かりそめの状態ではなく永遠性を望んでいる
ことを指摘している。AndreBIeikastenが，Quentinの死は，この世で不
可能なCaddyとの結婚を望んでの死だと指摘しているが、．〃がc”〃jbds/
ｂｅαｈｅ〃６…姻勉ｊＪｌＡｅｃ趣zWZz碗ｅｆＡｅｎｕｏｑ／恋［ｃｍＺｙα"‘
qUe"""］加o)Ｗﾉiuz〃…ｄＬｍｃ〃ｙＯ脚妙iﾉMuzpeojMy加ｅノハe〃０"(ｙ
"e…,,（133）というQuentilmの言葉に示唆されるように，すべてを回避
し，死によって再びCaddyを得るために，彼は自殺するのである｡ア
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Quentinは物理的時間に縛られ，Compson氏が考えているようには，過

去を忘れ去ることもできない。物理的時間に支配された世界で，できうる

限り知性的であろうとしたQuentinは，自らの望む永遠性とのギャップに

悩む。それは決して埋められるはずのないものである。そのギャップによ

って生じたのが，第２部，正気と狂気の入り交った世界なのだ。彼は物理

的時間とは決して結びつかない永遠性を求め，物理的時間の支配する世界

から自らを引き雛すことで，ｍｉｎｄを否定している。

では，一見問題なく物理的時間の中に身をおくJasonは，何を求めてい

るのだろうか｡彼は一見冷酷な合理主義者である。1955年,長野で,Faulk・

nerはJasonに言及して,“Ｈｅ'sthemostviciouscharacterinmyopinion

leverthoughtof.，,と述べている｡`Dilseyも"You，ｓａｃｏＩｄｍａｎ,Jason，

ifmanyouis，.…[ｓｋ]，,(238)と言っている。それを裏付けするように，

第４部で語り手が，“coldandshrewd,,（323)とJasonを形容する。彼は

金銭のためなら，策を立て自分の肉親をも鼠してしまう。株で儲けるため
,◆●●

に常に時刻を気にかけ，できるだけうまく立ち回ろうとする。金に値打ち

があるのではなく，その使い方だ，とうそぶいてみせるが，実際は金をた

めることに執着している。彼は何事においても，自分に都合がよいように

理屈を並べたてる。

Jasonは自分以外何も信じない｡自分の部屋の鍵も自分で付け換え,銀行

も信用せず，自分の部屋で金をためる。恋人のLorTaineにすら，本当に心

を許そうとしない。母であるCompson夫人を立てているようにみえるが，

いざとなると母に対して"YouoldfooI!”（325)と叫んだり，横に投げ飛ば

したりする。また彼は神も信じない。Compson夫人は復活祭の日に，使用

人の黒人たちが教会へ行くことを許可した。そのことで自分を責める夫人

に，Jasonは"YouneverresurrectedChrist,ｄｉｄyou?，,（322）と皮肉を

言う。そして天国などどこにもない，と考えている。逃亡した姪のQuentin

嬢を追いかける時，彼は次のように想像する。

"ＳｅｅｉｆＹｏｕｃａｎｓｔｏｐｍｅ,，DthinkingofhimseIf,hisfileofsoldiers…

draggingOmnipotencedownfromhisthrone，ｉｆnecessary;oftbe

embattledlegionsofbothheIlandheaventhroughwhichhetorehｉｓ

ｗａｙａｎｄｐｕｔｈｉｓｈａｎｄｓａｔＩａｓｔｏｎｈｉｓneeingniece.(354）
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彼にとって一番強いのは自分であり，彼が拠りどころとしているのは，自

分なのである。

ところが第４部で,JasonはQuentin簸に痛い目にあわされる｡自分の勤

めロをふいにしたCaddyへの恨みを，その娘Quentin嬢に向けるかのよ

うに，JasonはQuentin娘を追い詰めていく。Jasonの言葉の暴力の底に

は，自分は強く・家族を蕊っているのも自分だという過信と，Quentin鎮が

どうすることもできないだろうという油断があったのだ。Quentim鍵は，

`"I'msorTynow.…Idontseewhylwaseverbom.'[s北]"(216)と言

う。さらに，“01,dratherbeinheUthananywherewhereyouare.，，'(217）

という言葉をJasonにぶつける。自己の存在を自分で否定するまでに追い

詰められたQuentin嬢は,Jasonから逃げ出す。その時彼女は,彼にひどい

しっぺ返しをする.Caddyを鰯して彼がためた金を奪っていくのだ｡Jason

は一瞬,「全く何も映らぬ目」（"eyesthatwerequiteemptyofanything'，）

(323)をみせる。Jasonは自分の金のないことを確認し，しばらく立ち尽す

のである。これは，小娘にやられた，まさか，という挫折感の現れであろ

う。自分の強さを信じている彼が，最初にみせるつまづきである。

さて，車でQuentin蛾を追うJasonの内面を，語り手は次のように述べ

ている。

Ofhis[Jason,s]niecehedidnotthinkatall,、orofthearbitrary

valuationofthemoney、Neitherofthemhadhadentityorindivid

uaIityforhimfortenyears:togethertheymerelysymbolishedtｈｅ

ｊｏｂｉｎｔｈｅｂａｎｋｏｆｗｈｉｃｈｈｅｈａｄｂｅｅｎdeprivedbeforeheevergot

it[sicl(354）

10年前，Caddyのせいでふいにされた，と信じている銀行の勤め口を，彼

は'0年間追い続けてきただけなのである。あれ程金銭に執若し，人生をう

まく渡ってきたようにみえる男が，実は「巡りあわせ」という偶然性に左

右されている。彼は兄のように大学へ行かせてもらえなかった。父と兄が

死んだので，彼が家族の経済を支えねばならなかった。そして現在，株の

情報を得るタイミングを，時刻を気にしながらも逸して損をしてしまう。

このようにして，自らの信じる合理主義ではどうすることもできないもの

に，彼の人生は動かされる。そして何の実も結ばなかった｢銀行の勤め口」
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という過去のたった１つの出来事に，彼は縛られているのである。彼のこ

の時点に至るまでの人生は何の意味もなく，過去に受けた心の傷は，物理

的時間の流れの中で癒されてはいないのだ。

それでもJasonはQuentin鐘を追ってMottsonの町へ向かう。その途

中，彼にみえてきたものがある。“Hecouldseetheopposedforcesofhis

destinyandhiswilldrawingswiftlytogethernow,towardajunction
thatwouldbeirrevacable….,'(356）Jason自身にも，自分の意志ではど

うしようもないものがみえてくるのだ｡そしてJason自身が,Mottsonで，

初めて次のことに気付くのである。“…Jasonsawclearandunshadowed

thedisastertowaIdwhichherushed.,'(358）彼の現在は，いつも過去に

逆行しながら，破滅へ向かって突進しているだけなのだ。

語り手は死に対するJasonの怯えを容赦なく描き出す。彼は決して強い

人間ではないのである。自分自身にもわかるように弱い自分をつきつけら

れ，それでも尚，Jasonは金銭に執着してみせる。MottsonからJefferson

ヘ戻る自分の車を運転してくれるよう黒人に依頼し，値段交渉をしてのけ

るのだ｡“[a]womoutsock，'(362)を連想させる程に疲れているJasonは，

それでも自分の生き方を変えない｡Jasonは，これからも同じような日々を

繰り返すであろうことが，ここに暗示されている。彼の人生は，物理的時

間の中で，ただ過ぎてゆくだけの，何の意味も持たないものである。彼が

拠りどころとしていたｍｉｎｄは,彼を救うものではなかったのである｡人は

ｍｉｎｄを拠りどころとしていては,永遠性を得られないことをFaulknerは

示している。

、

QuentinやJasonの世界の外の世界に属すると考えられるBenjyにつ

いて検討することで，Faulknerの主張はさらに明らかになるはずである。

Benjyのことを"trulyinnocent"だとするFaulknerは，続けて次のように

言う。

Iｍｅａｎ`innocence'inthesensethatGodhadstrickenhim[Benjy］

b1mdatbirth,thatis,”"dlbssatbirth,therewasnothinghecould

everdoaboutit.｡(emphasisadded）
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白痴であることは，人間にはどうしようもないことで，それは神の領域の
問題とFaulknerは定義している。白痴，つまりmindのないことは，神か
ら与えられたBenjyの宿命であり，それは人間の知を越えたものである。
だがBenjyには事実を感じとる力が特別に与えられているのだ。例え

ば，LawTanceThompsonが指摘しているように，BenjyはCaddyを映し
出す鏡のように,彼女の状態に反応する｡１．読者は,彼女がBenjyを非常に
可愛いがっていたことを思い出す。いつもBenjyがどうしてほしいのか，
彼女は考えるのだ。ところがその反面，彼女がわがままで，自己中心的な
ところのある人物だということも,Benjyの語りによって示される｡彼は概
念的な言葉を知らないので，事実描写を槻み重ねることで，様々なことを
映し出してみせる。Caddyが初めて男性とキスをした時も，処女を喪失し
た時も，誰よりも早くBenjyは彼女の変化を一瞬にして感じとるのであ
る。それは，Caddyからいつもの木のにおいがしない，彼女の目がいつも
と違う，というBenjyだけがわかる理由による。このBenjyの力は，黒人
たち（Dilseyの家族)の発言でも明らかにされる。彼らは，Compson家で
何かよくないことがあると,Benjyはそれをにおいで感じることができる，
と繰り返して言う。Benjy自身も，自分の父が死んだときのことを，“I
couldsmellit."(38)とはっきり述べている。彼は「死」という言葉を知ら
ない。彼はそれを"it,,と呼ぶ。しかし彼の頭の中には，月の光の中に浮かぶ
Nancyという名の馬の骸骨と共に,父の死んだときのにおいが思い起こさ
れる。彼は"mindless''ではあるが,直観を通して事実を感じ取るのである。
ところで，物理的時間はBenjyに影響を与えるのだろうか。Benjyは火

の光が好きである。幼い頃，Caddyと一緒に眠るときに見えた明るいもの
に似ているからである。彼は火を眺めているときは，うめき声も出さずお
となしくしている。火を眺めていると，彼はその幼い頃を思い浮かべられ

る。“…ｔｈｅｄａｒｋｂｅｇａｎｔｏｇｏｉｎｓｍｏｏｔｈ,brightshapesOIikeitalways
does,evenwhenCaddysaysthatlhavebeenasleep."(85）これは第１部
の般後からの引用であり，Benjyの幼く，幸福だった頃の記憶でもある。そ
してこれは，Caddyへの愛情の記憶でもある。もちろんBenjyは愛という
概念を持たない。しかし先にも述べたように，彼は物事を直観によって感
じ取る存在である。彼は愛を６，mindでなく，直観的なもの,Spiritualな
もので感じ取っている。Benjyの永遠は，過去も未来も含まないとC

Brooksは指摘しているが,第１部は物語における現在だから，Benjyの中
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に物理的時間を超えて,過去に経験した愛はとどまっているのだ｡ＭＢｅｎｊｙ

は，物理的時間の中で，愛を忘れ去ることはないのである。

火を見るときやCaddyと眠るときに見えた，この明るく，瀞らかに動く

感じは,馬車に乗ったときにもBenjyの目に映る｡"Theshapesflowedon

Theonesontheothersidebeganagain,brightandfastandsmooth,like

whenCaddysayswe[CaddyandBenjy]aregoingtosleep."(13）つま

り馬車から見る風景は，Benjyに幸福の記憶を意識の中に呼びおこすもの

なのだ。この小説の最後でも彼は馬車に乗っているが，この時彼の目には，

"…comiceandfa9adeflowedsmoothlyoncemorefromleftto

right…."(371)が映っている。Benjyの目は"emptyandblueandserene，,

(371）になっている。読者の立場からみれば，1928年４月７日と，それ以

前の複数時間が入り乱れる第１部は，混沌の世界そのものである。だが時

間概念もないBenjyの立場に立って考えたとき，もし彼の意識を焼き付け

るフィルムがあるなら，この第１部は途切れることない映像のようになる

のではないか。彼には，過去，現在，未来の区別もない。だから記憶とい

う言葉を使うのではなく，過去の記憶と同じものに，彼が意識の中で接し

ていると考えるべきであろう｡小説の最後でも,Benjyは物理的時間を超え

て，目の前にある事物でなく，意識の中で愛につながるものに接している

から,“empty"な,けれど"serene"な目をしているのだ｡この物語は,Benjy

の一番幸福な状態で幕を閉じるのだ。

この描写の直前，Benjyは馬車がいつもと違う向きに曲ったため絶叫す

る。語り手はそれを"Therewasmorethanastonishmentinｉｔ，itwas

horror;shock;agonyeyeless,tongueless;justsound.…"(370）と描写す

る。この日，Benjyは朝から少しずつうめき声をあげていた｡第４部の最後

の絶叫に至るまでに，この部は少しずつ緊張の度を増している。この緊張

が爆発し,あたかもすべてが1つの流れになったように,Benjyの絶叫の中

へ流れ込んでいくのである。加えてこの苦悩（"agony"）は，決してｍｉｎｄ

によって理解されるものではない。何故ならこれこそ神がBenjyに課した

“mindless'，によって生じるものであり，言い換えれば，神が意図したもの

であるからだ｡単にｍｉｎｄ中心の人々，例えばJasonやCompson夫人から

受け入れられない悲しみではなく，もっと胸の奥深く，自己の存在に課せ

られた重荷に対する苦悩なのである。キリスト教では,人がｍｉｎｄを得たの

は原罪を犯したことによってであり，神はこの原罪を償わせるために，人
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に肉体的な死を与えたと言われている。これが，物理的時間によって左右

される人間の重荷である。しかしBenjyのそれは，物理的時間に影轡を受

けるものではないのである。

ではBenjyはどういう存在なのだろうか。彼の現在の様子は，大男であ

ることぐらいしか，物語の最初には示されていない。第４部で，語り手が

次のように言う。“…ａｂｉｇｍａｎｗｈｏａｐｐｅａｒｅｄｔｏｈａｖｅｂｅｅｎｓｈapedof
somesubstancewhosepartiｃｌｅｓｗｏｕｌｄｎｏｔｏｒｄｉｄｎｏｔｃｏｈｅｒｅｔｏｏｎe

anotherortotheframewhichsupportedit.''(317）Benjyを形作ってい

る物質は,表現こそ違え,先に11で触れた,Quentinが表わす水底で最後の

審判の日を待つ何か，によく似ている。そして，Benjyがはっきりと読者の

前に姿を描き出されたのは，第４部，復活祭の当日なのである。さらに彼

は，復活祭の前日，1928年４月７日に，３３歳の誕生日を迎えた。３３とは，

Jesusが復活したとされている年齢である。このBenjyのことをDilsey
は，“You'SdeLawd'schile…,[S妬]"(367）と旨う。彼はmindlessな状

態だが，これもまた１つの｢かりそめ｣の状態である。Dilseyが"…degood

Lawddontkeerwhetherhe[Benju]brighternot.[s庇]"(336）と言うよ

うに，mindlessであること自体は問題ではないのだ。Benjyはこの物語の

登場人物では，神に一番近い人間として，最後の審判を待つイメジで描か

れている。

何故Benjyが，こういう役を持ったのだろうか。黒人の教会における復

活祭の説教の場面に，１つのヒントを見出すことができるであろう。最初

は説教する牧師の声は，「平板で冷たい」（"levelandcold，，）（339）もので

あったが，いつの間にか変わってきた。

[T]becongregationseemedtowatchwithitsowneyeswhilethe

voiceconsumｅｄｈｉｍ[thepreacher],untiIhewasnothingandthey
werenoｔｈｉｎｇａｎｄｔｈｅｒｅｗａｓｎｏｔｅｖｅｎａｖｏｉｃｅｂutinsteadtheir

heartswerespeakingtooneanotherinchantingmeasuresbeyond

theneedfOrwords.…"(340)１２

曾葉というmindの道具を越えた，もっとSpiritualなものの世界が描き出

されている。そして説教の最後に,牧師は次のように言う。"Iseesdedoom

crackendegoldenhornsshoutindowndeglory,ｅｎｄｅａｒｉｓｅｎｄｅａｄｗｈｕｔ
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gotdebloodendericklickshunofdeLamb1[s允]"(343）教会に来るま

ではうめいていたBenjyのこの時の様子は，次のように描かれている。

"Bensat,Taptinhissweetbluegaze."(343)うめくのをやめ，自分が幸福

の状態にいる時の表情である。牧師の言葉を理性や知性で理解することは

できないが，彼のspiritにも何かが呼応したかのようである。隣DでDiI

seyは何の音も立てずに泣き続けていた。“１，Ｖｅ[Dilseyhas]seeddefirst

endelast…[S妬]'，(344)と彼女が言うが，もちろんこれも実際に見たので

はない。“FirstenIastwhut？[sib]''(344)と娘のFrollyに聞かれたDilsey
は，‘ＩＮｅｖｅｒｙｏｕｍｉｎｄ…Iseeddebeginnin,ｅｎｎｏｗｌｓｅｅｓｄｅｅｎｄｉｎ．

[sic],,(344)と答える。彼女の見たものは，言葉で語れるものではなかった

のだ。彼女もまた，spiritによって感じ取ったのである。般後の審判や復活

といったものは，ｍｉｎｄによってではなく，spiritによって感じ取るものだ

からこそ，直観を通して何かを知ることのできるBenjyに，神に一番近い

人間の席が与えられたのである．

結び

再び,小説の最後の場面に戻ってみる。最後の苦悩のあとに,Benjyは自

分の幸福の状態に接して幕を閉じる。だからこの作品の結末は決して破局

的終わりではない｡Benjyが神に一番近く，最後の審判を待つイメジで描か

れていることとあわせて考えれば，これはアポカリプス的結末だとも考え

られる。Benjyが第４部に登場してから，様々な緊張を経て,約７時間のち

にこの小説は終わる｡IsBenjyが衝撃を受けた左回りは,時計と逆回り，つ

まり考えようによっては，時間の逆行，過去への退化を象徴する。物理的

時間の支配する世界に属するQuentinもJasonも，実は過去への逆行によ

り，その存在を意味のないものにしてしまった人物である。しかしBenjy
はｍｉｎｄを持たないため,物理的時間から精神を解放し,過去へ戻るのでは

なく，今と同じにみつめているのだ。過去への逆行ではなく，正しい時の

流れの方向，時計回り，まさにrightな方向へ回ることを望んだ彼の意識

は，“anutterhiatus，，(370)と寵られるように，一旦突如完全に中断されて

しまう。このあとの絶叫が"unbelievabIecrescendo'，(370)になるのだが，

これは人のｍｉｎｄを越えた大混乱なのである。このすぐあとでｍｉｎｄの梅

化Jasonが，Benjyのために秩序を取り戻してやるのは，皮肉な取り合わ

せだが，Benjyの意識は穏やかに，「左から右へ」（"f｢omlefttoright,,）
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(371）流れ出す景色を通して，再び愛をみているのである。彼は内的時間
の中に存在しているのである。

ところでFaulknerは,言葉の限界を意識していたと考えられる点が,作

品の中にいくつか見出すことができる。例えば，彼はこの小説を出版する

のに，Benjyの語りを日付に応じて色分けして刷りたい，と望んでいた｡'４
そして，この作品でも，説者の視覚に折える書き方，例えばイタリックス

の多用,句読点の一部削除,そして文の途中に表われる綴●,.(360）
などを使っている。これらは，言葉で轡いた以上のことを伝えたいFaul

knerの願望の表われだと考えられる。さらに復活祭のあの説教で，言葉で
宮い表わせないものがあることを書いている。

この作品は，第１部だけの短編小税として轡き始められたという｡l5
Faulknerは単なる行為の種み重ねを通して,描き尽くせぬものを伝えよう

としたのだろう。意味を持たないQuentinやJasonの存在と，Benjyの果
す役割，ｍｉｎｄと深く関わる曾葉や物理的時間の果す役割をあわせて考え

るとき，FaulkneTの描こうとしたものがみえてくる。つまり，人間を存在

たらしめているのは，ｍｉｎｄではなく，人間のSpiritualな部分である。

Quentinも求めた永遠性は,mindでなくspiritに関わっているのである。

Ｑも

)王

*本稿は，甲南英文学会第６回研究発表会（1990年７月１日，舵甲南大学）における発
表草稿を改題の上，加笠町正したものである。

1時IIBの概念に関しては，ハンス・マイヤホーフ，「現代文学と時間｣，志賀嫌・行吉

邦輔択(研究社，1974)，アダム･アプラハム･メンディロウ，「小鋭と時間｣。志賀嫌・

中林璃松．西尾巌奴。（早稲田大学出版部。1976)，スティーヴン・ルグルード，「時
佃の矢・時１１Uの環｣，波辺政隆眼，（工作舎，1990）などを参照した。

２Ｊ･Ｐ･サルトル，「シチュアシオンＩ」サルトル全集第11巻，佐藤朔他訳，（人文轡院．
1967)０６５，６９．

３RobertAJelliffe,ｅｄ.,Ｆｍｌｈ１ｕｅγαｌ」V画9口"０（Tokyo:Kenkyusha,1956)，
１０４．

４WUliamFaulkner,７７bBSow"‘α刀。雌励が(NewYork8VintageBooks，
1984),65,68.以下テキストのページ数は本文中の括弧内に記す．



４６

５大橋健三郎，「フォークナー研究ｌ｣．（南璽堂，1977)。２５９．

６CleanthBrooks，脈"血沈随Ⅳ此"ｃｒＪＦＹ応ノＥ"Cowね海（NewHavenand

London:ＹａｌｅＵＰ,1983),７１．

７AndreBleikasten，、ｈｅ此ｌｂｑ／Ａ化Az"cＭｙ（BloomingtonandlL

dianapolis:IndianaUP,1990),９０．．

８Jelliffe104.

9JelliffelO4、

l0LawranceThompsono“MiTTorAnaloguesin77ieSbw"。□"ｺﾞﾉﾉｂｅＦＷひ,，
Ｗ７ｌｌｍｍ励虹胸ｅｒＪ７１ｉ花ｅａｍｄｂｓｑ／Ｃ流lirisﾌﾜLFredeTickJHoffmanand

OIgaW・Vickery,eds．（Ｍ１:MichigamStateUP,1960),211-255．
llCleanthBrooks，ｌｌＭｉ町ﾘﾘMGizW隣"eγＪＴｈｃｙｂﾉhla“、”他Ｃｂｗ列Ｉが（New

HavenandLondon:ＹａｌｅＵＰ,l963L33q

l2この牧師は，初めは"thevisitor"(339)と表わされているが,“thepTeacher',(340）

へと表現が変わっている。Preacherという臆は，牧師を意味するが｡福音を唱える者

を指す隅でもある。

l3Benjyが第４部で妄を表わしたのが午前８時を少し回った頃．昼食を終えたのが２

時半過ぎ，４時に帰るはずのＴ､Ｐ､を持ちされず,DiIseyはすぐにBenjyを馬車に乗

せたので，最後のシーンは３時すぎと推定される。

l4MichaelMiugate，meAchib81e》"e釦’ｑ／ⅡＭ血沈Ｆｒ測鯨"e了（Athensand

London,Univ・ofGeorgiaPress01966),93-94.

15JeuiffelO3．



TheWorldofSylviaPlaththrough“You're”：

Protectionandldentity

RisaKotera

ＳＹＮＯＰＳＩＳ

“You，Te，,hasnotTeceivedmuchattentionprobabIybecauseitdoes

notpossesstheparticulartoneofSylviaPlathButitsqualitieswhich

shouIdbeidentifiedasbeingpeculiarforhermostcIear1yexpIains,in

aparadoxicaIway0whatdrivesherworldlnthispaper,ｈａｖｉｎｇｔｈｅ

ｔｗｏｋｅｙｗｏｒｄｓ“protection”ａｎｄ“identity”whichsupportthetoneof

伽You，re",ＩａｔｔｅｍｐｔｔｏｓｈｏｗｔｈｅｃｏｒｅｏｆＰｌａｔｈｂｏｔｈａｓａｐｏｅｔａｎｄａｓａ

ｗｏｍａｎ．

You,re

Crownlike,happiestonyourhands，

Feettothestars,andmoon･skulled

GilledlikeafishAcommon･sense

Thuumbs､ｄｏｗｎｏｎｔｈｅｄｏｄｏ，smode・

Wrappedupinyourselflikeaspool，

Ｔｒａｗｌｉｎｇｙｏｕｒｄａｒｋａｓｏｗｌｓｄｑ

ＭｕｔｅａｓaturnipfromtheFourth

OfJulytoA11FooYsday，

Ohigb-riser,mylittIeIoaf．

ＶａｇｕｅａｓｆｏｇａｎｄｌｏｏｋｅｄｆｏｒｌｉｋｅｍａｉＬ

FartheroffthanAustralia

Bemt-backedAtlasDourtravelIedprawn・

Ｓｎｕｇａｓａｂｕｄａｎｄａｔｈｏｍｅ

ＬｉｋｅａｓｐｒａｔｉnapickIejug

Acreelofeels,allrippIes．
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JumpyasaMexicanbean

Right，likeawell･donesum

Acleanslate,ｗｉｔｈｙｏｕｒｏｗｎｆａｃｅｏｎ

Ｉ

SylviaPlathwasborninBostoninl932andkilledherselfinLondon

in1963,ｂｙｐｕｔｔｉｎｇｈｅｒｈｅａｄｉｎｔｏａｇａｓｏｖｅｎ・Leftbehindwerethe

tragicjeccentric,ａｎｄｅｖｅｎｓｅｍｉ・legendaryepisodesofherIife：ｎｕｍｅｒ・

ousscholarshipsandprizes,promiscuousness,repeatedattemptedsui・

cides,andtheseparationfromTedHughes・Thetermsgiventothe

poetherselfwhoselifeseemstobesymbolizedbyitsverylastmoment，
ａｒｅｑｕｉｔｅｓｉｍｉｌａｒｔｏｔｈｅｔｅｒｍｓｕｓｅｄｔocharacterizeherworks、BeIow

isalistofsuchtermscoIlectｅｄｂｙＭａｒｙＫｉｎｚｉｅＴｈｅｙ“appearwithan

alarming,juggernautregu]aritywhetherinpraiseorblaｍｅ,,ｏｆｔｈｅ
ｐｏｅｍｓｏｆＳｙｌｖｉａＰｌａｔｈ：

Anguishedoarch,afflicted,boiling,biting,bitter，

crippling,confessional,coyDcrumbling,demonic,disturbed，

dangerous,darkDdelirious,enigmatic,fierce,feverish，

frightening,ghastIy,horrible,horrifying,hystericaL

hair-raising,incTedible,intolerable,insufferable，

intenseImurderous,nightmarishjnegativeonay･saying，

obsessed1outraged1ominous,ruthlessDsickDseIf-pitying＃

seIf-indulgent,self-refenPing,solipsistic,shocking，

scalding,suicidal0terrifying,terrible,throbbing，
twisted,tragic,violent.’

A雄APIath，slastvolumeofthepoemsalIwrittenduTingherlasttwo

years，ｗａｓｐｕｂｌｉｓｈｅｄａｆｔｅｒｈｅｒｄｅａｔｈｔｏａｎｅxpIosiveresponseln

additiontoakindofsensationherdeathcreated,thestrikingqualities
ofthisvoluｍｅ，whichweTetobedescribedwiththeabovelisted

vocabuIary,excitedthereaders．

Ｉｔｉｓｍｔｈｉｓｖｏｌｕｍｅｔｈａｔｗｅｆｉｎｄ``You，re.”InDecemberi19591PIath
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retumedtoEngIandfromAmericawithherhusbandTedHughes・Just

beforeleaving,ｓｈｅｗｒｏｔｅａｓｅｒｉｅｓｏｆｐｏｅｍｓｃａｌＩｅｄ“PoemforaBirth

day,，，whichshowed“thefiTsteruptionofthevoicethatproduced

A舵/､''３ＴｈｅｙsettleddowninLondonDandtheirfirstchildFFiedawas

bominApril，1960．Plath，sgeniuspouredoutwiththischild，sbirth

Hugheswrites；

onceshehadarTivedsosurelyａｔｈｅｒｏｗｎｃｅｎｔｒｅｏｆｇｒａｖｉｔｙ，

everythingthathappenedtoherorthatsheundertook…enriched

andenlargedherpoetry、Ｗｉｔｈｔｈｅｂｉｒｔｈｏｆｈｅｒｆｉｒｓｔｃｈｉｌｄｓｈｅ

receivedherself，ａｎｄｗａｓａｂｌｅｔｏｔｕｍｔｏｈｅｒａｄｖａｎｔａｇｅａIlthe

forcesofahighlydisciplinedDhighlyintellectualstyleofeducation

whichhadDuptothispoint,workedmainlyagainsther,butwithout

whichshecouIdhardlyhavegonesocoolIyintotheregionsshenow

entered3

"You,re，，isapoemPlathwroteaboutthechiIdｉｎｈｅｒｗｏｍｂｗｈｏｗａｓ

ｔｏｂｅｂｏｒｎｉｎａｆｅｗmonths．

“YouDreD，isapeculiarpoemforSylviaPlathltisexceptionaUy

vigorousandpIeasant，ａｎｄｔｈｕｓｔｈｅｔｅｒｍｓｕｓｅｄｗｉｔｈ“analarming，

juggemautregularity"forherotherworksdonotappIytoitatalLThe

so･calledconventionthatPlathIsreadersshouldlookeverywherefor

theimageofthepoetwhowTote，accordingtoDavidHolbrook，s

nomenclatuTe,“`hate,poems"ｏｓｕｃｈａｓ“Daddy”ｏｒ“LadyLazarus,，'has

laidmYou,re，,ｉｎａｍｉｎｏｒｐｏｓｉｔｉｔｏｎａｓｈｅｒｗｏｒｋａｎｄｍadeitaless

discussedone・

StiUwhenwelistentoPIath,ｓｖｏｉcｅｉｎ“You,reD，addressingthefOetus

inherwomb,wecanfindintheundercurrentwhatshehasneededand

struggledtogetbutinvainthroughoutherlife．“You,Te，Dnotonly

provesherpoetictalentbutaIsoembodiestwoessentialandobsessive

aspectsofherworld-protectionandidentity．
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Ⅲ

Ｃｒｉｅｓｏｆ“Yes,，tolifecreatesthetoneof“You,re.，，Ｉｎｔｈｉｓｐｏｅｍ,the

foetuscriesl`Ｔｈｕｍｂｓｄｏｗｎｏｎｔｈｅｄｏｄｏ,smodeD,Bwithallitsbody、The

beingofthefoetusitselfstandｓｆｏｒａｃｒｙｏｆ``Ｙｅｓ，DTherefore,eveTy

wordandeveryphrasereferringtothefoetusisresoundinglyaffirma・
tive

Thefoetusishappy,carefree,andsomehowhumorous：“CIownIike，

happiestonyourhands,／Feettothestars,andmoon-skuUed,／Gilled

likeafish,，,"WrappedupinyourseIflikeaspooL""Sungasabudand

athome.，,Thefoetusis“Ｍｕｔｅａｓａｔｕｍｉｐ,，，ｂｕｔontheotherhand0it

doesnotfailtoshowitsliveIinessandgaiety（"Ａｃｒｅｅｌｏｆｅｅｌｓ,aU

ripples.／JumpyasaMexicanbean,')．Thefoetusis“Right,likeawell
-donesum,，,ThefoetusispureandinnocentIike“Acleanslate.,D

Furthermore,thefoetushasagreatpotentiality、Thefoetus“Trawl･

ing…［its］darkasowlsdo,，isanexistence"Vagueasfog.，,Butthe
・vaguenesswhichthefoetushasis“aveguenessimbuedwithinfinite

possibiIities.,'oThefoetusconnotestheuniverseoencompassingthe

stars("Feettothestars,,),theｍｏｏｎ("moon・skulled,,),thesea("GilIed

likeafishD,，‘UTrawling,，、“ourtravelledprawn,,、“Fartheroffthan

Australia,,),andtheearth("Ｍｕｔｅａｓａｔｕｍｉｐ,，'“JumpyasaMexican

bean")．Thefoetusisdefinitely“BentbackedAtlas，'whoholdsupthe
pillarsoftheuniverse、

Ofcourse，thefeelinggeneratedthroughsuchafoetus，sexistence

canbeconsideredtobetherenectionofthemother，sfeeling,namely，
Plath，s、ＨｅｒｆｅｅｌｉｎｇｉｓｔｈｅｄｒｉｖｉｎｇｆｏｒｃｅｏｆｔhｅｐｏｅｍａｓａｗｈｏＩｅ
ａｎｄｌｅｔｓｉｔｆｕｎｃtion．

“You,reD,hasariddleinitsstructure、Itisdividedintotwoparts0in

eachofwhich9syllabiclinesareset・Ｉｎａｒｏｏｍｍａｄｅｏｆ９１ｉｎｅｓ,the

foetusislying“Ｍｕｔｅａｓａｔｕｍｉｐ，'for9months“fromtheFourth／Of

JulytoAllFool，sDay.”Thekeytotheriddleis"9ﾉ'Theansweristhe

９month-pregnancyperiod・Ｔｈｅｍｏｍｅｎｔｔｈｅｔｉｔｌｅｗｏｒｄ“You1re,，has

beencombinedwiththefirstworｄｏｆｔｈｅｐｏｅｍ“C1ownlikeD，,ａｌｏｔｏｆ
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ｉｍａｇｅｓａｒｅｎｏｗｉｎｇｏｕｔａｎｄａｒｅｂｅｉｎｇｐackedtogetherineachsmaIl

partsｅｔｕｐｂｙ９１ｉｎｅｓ・Theenergyburstingoutfromtheverseinthis

wayistheenergythefoetusconnotesandalsotheenergyofmatemity，
SuchastructureitselfreflectstheovernowingfeelingofPlathwhohａｓ
"lookedfor［childbirth］likｅｍａｉｌ０，since"theFourth／OfJuly.”
Thematemitywhichishumorouslysymbolizedin“９，，isindicatedby

thete【ｍｓｃｈｏｓｅｎｆｏｒｔｈｅｐｏｅｍａｓｗｅＵＳｏｍｅｗｏｒdsareassociatedwith

domesticdaiIylife,especially,ｔｈｅkitchen・ForexampIe,shecaUsher
foetus“high-riser,mylittleloaf，,Ｓｈｅｈａｓａｂｕｎｉｎｔｈｅｏｖｅ、（this
coUoquiaIlymeanssheisexpecting)andkeepsonwatchingitwithsome
anxietyanddelightuntiIitcomesoutintobeingfromtbeoven・

Likewise，ａｌｉｎｅ“Ｓｕｎｇａｓａｂｕｄａｎｄａｔｈｏｍｅ，，mayremindusofa

colloquialexpression‘`ｓｕｎｇａｓａｂｕｇｉｎａｒｕｇ,，，ahumorouswayof
expressingthatoneisreaUycomfortabIeandrelaxedThehumorous・

nessoccasionaIlyputtinginanappearanceinvariouswaysthroughthis

poemisquitesignificant，ｆｏｒｉｔｉｓｏｎｅｆｏｒｍｉｎｗｈｉｃｈＰｌａｔｈ,sdeep
affectiontowardthefoetusismanifestedThereisliteraIIyahomely
feelingwithwhichthematernityisinextricablyconnected・Ｔｈｅｓｍａｌｌ

ｗｏｒｌｄｏｆｔｈｅｆｏｅｔｕｓａｎｄｔｈｅｍotherexistshere，fuIlofaffection，
delightfulnessandsnugness、

ThesequalitiesareparalIelledbytheconceptionoftheuniverse，As

alreadymentioned，thefoetusisanexistencewhichconnotesthe

universe・Thismeansthatalsothemotherconnotestheuniverse

becauseshepossessessuchafoetｕｓｉｎｈｅｒｗｏｍｂ、Thequalitiesofthe
universesuchasspaciousnessandunconstrainednessmakeemissive

andmorepowerfulｔｈｅｑｕａｌｉｔｉｅｓｏｆｔｈｅｗｏｒｌｄｏｆｔｈｅｆｏｅtusandthe
mother、Ｔｈｅｕｎｉｖｅｒｓｅｉｓｔｈｅｐａｔｒｏｎｏｆｔｈｅｉｒｍystic,cosy,smaUworld
Wecanbeotherefore,colwincedofbopeandpotentialitytowardlife
there・Ａｓｔｈｅｆｏｅｔｕｓｃｒｉｅｓ“Thumbs-downonthedodo，smode,，,ｔｈｅ
ｍｏｔｈｅｒｔｕｒｎｓｄｏｗｎｔｈｅｔｈｕｍｂｏｎｔｈeextinct,andsodoestheuniverse

Thus，ｔｈｅｃｒｙｏｆ“Yes,，whichtheexistenceofthefoetusitself

representsisechoedbythemother,ｓｆｅｅｌｉｎｇａｎｄｂｙｅａｃｈｌｉｎｅｏｆｔｈｅ

ｐｏemWhenthephysicalfeeling("Acreelofee1s,allrippIes.／Jumpy



ａ２

asaMexicanbean")confirmsthemotherinthecryof“Yes,'tolife

movingdeepwithinher,agTeatfeelingofsatisfactiondominatesthe

wholepoem

lll

Alltheaffirmativequalitiesof“You,re”arefoundedontheprotec・

tionandidentitywhichthefoetuspossesses・Thesetwoelements

indispensableiｎｔｈｉｓｐｏｅｍｆｏｒｔｈｅｃｒｉｅｓｏｆ“Yes，Uaretheindispensable

wordstodefinetheworldofSylviaPIath

WeneedtorememberthatthefoetusisutterlyhelplessinitseIfThe

reasonthatthefoetusｃａｎownsuchapowerasgeneratesvigor,delight

orcomfortablenessdespiteitshelplessness,itattributedtotheperfect

protectionthefoetushas・Ontheconcretelevel，ｔｈｅｗｏｍｂｏｆｔｈｅ

ｍｏｔｈｅｒｉｓｇｕａｒｄｉｎｇｔｈefoetus・Onthefigurativelevel,themechanism

ofnaturetakesthefoetusunderitsprotection,andwecanfurthersay

themother，ｓＩｏｖｅｉｓｔｈｅｍｏｓｔｅｓｓｅｎｔｉａｌａｓｔｈｅｇｕａｒｄｆｏｒｔｈｅｆｏｅｔｕｓｌｎ

“YouDre”symbolicaUy，“you,,'thefoetuswhomPlathisaddressing，ｉｓ

ｐｒｏｔｅｃｔｅｄｉｎａｗａｒｍｒｏｏｍｏｆ“9,,lines，Ｉｎｉｔ,thefoetuscanbecarefree

andcomfoｒｔａｂｌｅｌｎｉｔ,thefoetuscanpossessthepowerfulpossibiIity

towardtheworId．’、it,thefoetuscancry“Yes,Dto1ife,beingprotected

inthewombundermother，saffectionandundergreatnature，

Furthermore，thefoetushasaIreadypossesseditsvivididentityin

thispoem,thoughthefoetusisanincompletebeinginasenseThisis

shownmostclearlybytherepetitionofapossessivepronounMyour，,：

"happiestonyo”hands,”``WrappedupinyD"応e",”“Trawlingyo”

dark,,'“AcIeanslate,ｗｉｔｈ）℃"ｒｏｗｎｆａｃｅｏｎ',（theitalicsaremine)．

Whileonepossessivepronoun``your，'manifeststheidentitywhichtbe

foetushas,anotherpossessivepronoum``ｍｙ”ｉｎ“mylittleloaf,,ｏｒ“our”

ｉｎ“ourtraveIIedprawnD,displaysPlathIspleasantsatisfiedfeeIingthat

comesfrompossessingthefoetusltisthemother,spleasureand

satisfactionrootedintheconfirmation-whetherconsciousIyoruncon･

sciously-ofprotectmgthefoetus．
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Strangetosay,whenwereadP1ath，spoetryasawhole,ｗｅｃａｍｏｔ

ｂｕｔｒｅａｌｉｚｅｔｈａｔｔｈｅｗｏｒＩｄｏｆｔｈｅｆｏｅｔｕｓａｎｄｈｅｒｏｗｎｗｏｒｌｄａｒｅｎｏｔ

identicalatthisverypoinLThatiｓｔｏｓａｙ，ａｌｔｈｏｕｇｈｔｈｅｔｗｏｗｏｒｌｄｓ

ｓｂａｒｅｓｏｍａnyfacetsherein“You,｢e,，，suchascosiness,humorousness，
delightfulness,connotativenessoftheunive届e，ａｎｄｃｒｉｅｓｏｆ“Yes，jto

life，ｗｅｃａｎｆｉｎｄｎｅｉｔｈｅｒ“protection,，、ｏｒ‘`identity”inPlath，ｓｏｗｎ
ｗｏｒｌｄＦａｒｆｒｏｍｔｈａｔ,herworIdisgeneraIIyincontrastｔｏｔｈｅｕｎｄｅｒ、

ｔｏｎｅｓｏｆ“You，re.”Asecuresenseofbeingprotectedandhavingher
ownidentitymusthavebeenmissinginP1ath，sinnermostselfthrough
herlifeBylookingatherotherkeypoems,wefindthatthiswasa

decisiveaspeｃｔｏｆＰｌａｔｈａｓａｐｏｅｔａｎｄａＩｓｏａｓａｗｏｍａnThespecial
placewhich“You，re”ｈａｓｃｏｍｅｔｏｏｃｃｕｐｙｉｎｈｅｒｏｅｗ花isdeeply
involvedwiththeneedswhichfiredhercreativeimpulses・
Herchildhoodisevidentlydominaｔｅｄｂｙｈｅｒｎｅｅｄforprotectionand

heridentityprobIems・EspeciaUy,ｈｅｒｆａｔｈｅｒｗｈｏｄｉｅｄｗｈｅｎｓｈｅｗａｓ

ｅｉｇｈtyearsoIdplaysthemostcruciaIpartthereTheinfluenceofthe

fatheronPlath-orstrictIyspeaking,ｔｈｅｉｎｎｕｅｎｃｅｏｆｔｈｅｄｅａｄｆａｔｈｅｒ

ｏｎｈｅr-remainsasanobsessioninher・Itisdisclosedinthecomplex
ardenｔｌｏve･ｈａｔｅｅｍｏｔｉｏｎｔｏｗａｒｄｈｉｍｉｍｈｅｒｐｏｅｍｓ、Ｂｕｔａｔｔｈｅｓａｍｅ

ｔｉｍｅ，ｗｅｓｅｅａｆｉｇｕｒｅｏｆａｇｉｒｌｗｈｏｈａｓｂｅｅｎvaimlyseekingand
hungeringforsecureprotectionandidentityinthisobsession
SylviaPlath，sfatber,OttoPIath,ｃａｍｅｔｏＡｍｅｒｉｃａａｔｆｉｆｔｅｅｎｆｒｏｍ

Ｐｏland・Ｈｅｗａｓａｍａｎｆｉｕｅｄｗｉｔｈａｃａｄｅｍｉｃａｍｂitions，Ｈｅｂｅｃamea

professorofbiologyatBostonUniversityandhewasaIsodistinguished
inomithology，entomologyandichthyoIogy、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，he
sufferedfromhischronicillness0andwhetherforthatreasonornot0he
wasademandingandill･humouredman、InthechiIdren'ｓeyes,ｈｅｗａｓ

ａｈｉｇｈ､handedstrictfather“withaMeinkampflook'，("Daddy"）Itis
saidthatatSylvia，ｓｂｉｒｔｈｈｅｓａｉｄ,“ＡＵｌｗａｎｔｆｒｏｍＩｉｆｅｆｒｏｍｎｏｗｏｎｉｓ

ａｓｏｎｂｏｒｎｔｗｏａｎｄａｈａＩｆｙｅａｒｓｔｏｔｈｅｄａｙ.'D70fcourse,thisshouldnot

betakenasanegativecommentuponhisdaughterDsbirthＢｕｔｗｅ

ｃａｎｎｏｔｄｅｎｙｔｈａｔｓｕｃｈａｃｏｍｍｅｎｔｏｒａｎａｔｔｉｔｕｄｅｍｉｇｈｔｈａvehadsome
influenceonasemsitivechildlikeSyIviaPIathWhenherbrotber
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ＷａｒｒｅｎＪｏｓｅｐｈｗａｓｂｏｍｔｗｏａｎｄａｈａｌｆｙearslater,exactlyasOtto

P1athhadwishedD“ProfessorPIath,scolleaguestoastedhimas`Ｔｈｅ

ｍａｎｗｈｏｇｅｔｓｗｈａｔｈｅｗａｎｔｓｗｈｅｎｈｅwantsit・'''８

AsthefatherofSylviaP1ath,ＯｔｔｏＰｌａｔｈｈａｄｔｗｏｎａｗｓＯｎｅｗａｓｈｉｓ

ｉｎabilitytobegentleandtosupporthisdaughterphysicaIIyand

mentally,asmentionedaboveTheotherwasthａｔｈｅｄｉｅｄｗｈｅｎｓｈｅ

ｗａｓｓｔｉＵａｖｕｌｎｅｒａblechildwhoseidentityhadnotbeenestablisedyet

andwhothusneededprotectionagainsttheouterworld

Hereisapoementitled“Child，'whichprovesthedefectivenessofher
childhoodlnthefirstthreestanzａｓｏｆｔｈｅｐｏｅｍ,Plathappearsasthe

motherwhowishｅｓｔｈａｔｔｈｅｄａｙｓｏｆｈｅｒｃｈｉＩｄｗｉlIbefiUedwith

beautifulandhappythings：

YourcleareyeistheoneabsolutelybeautifuIthing

lwanttofilIitwithcolorsandducks，

Ｔｈｅｚｏｏｏｆｔｈｅｎｅｗ

Whosenamesyoumeditate-

AprilSnowdrop,Indianpipe，

Little

Stalkwithoutwrinkle，

POC】inwhichimages

ShouldbegTandandclassical

Butthefollowinglaststanzacastsａｓｈａｄｏｗｏｎｓｕｃｈａｌｏｖｅｌｙｔｏｎｅ：

Notthistmublous

Wringingofhands,thisdark

Ceilingwithoutastar．

PIath，sownchildhoodemergesintbebackgToundofthewishesforher

child・ItisachiIdhoodinwhichtherewasnoguardtoprotectherfrom
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the'`troublous',ｗｏｒｌｄｏｒｆｒｏｍｔｈｅ“darkceilingwithoutastar,jDand

thusshecannotdoanythingbutwringherhandsinfear,uneasinessand

agony・

Facedwiththereality,sheisnotallowedtobejustinthewonderful

worldof“You，re.'，Shefindsherselfhelpless，forshehasnoguard

unIikethefoetuｓｉｎ“You，re,,whohaspowerunderperfectprotection･

WecanconcludethatPlathhasliterallylostherfootingover“protec、

tion，,atherverystartingpoint-childhood

PIath，whodidn，t1doesn，t，ａｎｄｗｏｎ，treceiveprotectionfTomher

father,ｔｈｅｎｔｒｉｅｓｔｏｇｅｔｉｔｆｏｒｈｅｌもelfinhisimage・IntheexpIanation

of“Daddy,”ｓｈｅｓａｙｓ：“ＨｅｒｅｉｓａｐｏｅｍｓｐｏｋｅｎｂｙａｇｉｒｌｗｉｔｈａｎEIectra

complex、Herfatherdiedwhi1eshethoughthｅｗａｓＧｏｄ''9ｌｎｈｅｒ

ｐｏｅｍｓ,herdeadfatherappearssometimesiｎｔｈｅｉｍａｇｅｏｆａＮａｚｉ，

sometimeｓｉｎｔｈｅｉｍａｇｅｏｆｔｈｅＣｏｌｏｓｓｕｓｕｓｏｍetimesintheimageofa

vampire・clearly,hercomplexlove-hateemotionworkstocreatethese

imａｇｅｓＢｕｔｉｔａＩｓｏｓｅｅｍｓｔｈａｔｗｈｅｔｈｅｒｈｅｉｓＧｏｄｏｒＳａｔａｎｄｏｅｓｎｏｔ

ｍａｔｔｅｒｔｏｈｅrafteralI、Shedeclares：“EverywomanadoresaFascist,，

(`Daddy")．Sheadoresamanofpowe｢,amanofstrengthThisisa

paradoxicalmanifestationoftheobsessionoｆａｇｉｒｌｗｈｏｈａｓｎｏｐｒｏｔｅｃ

ｔｉｏｎａｎｄｙｅａｍｓｆｏｒｓｏｍｅｔｈｉｎｇｐｏｗｅｒｆｕＬＩｎ“TheColossus,，,herdead

fatherisidentifiedwithtｈｅｒｕｉｎｏｆｔｈｅｅｎｏｒｍｏｕｓｓｔａｔｕｅｔｈｅＣｏlossus

ShetriestogetprotectionfrｏｍｈｉｍｗｈｅｎｔｈｅｗindbIowsatnight：

"Nights,Isquatinthecomucopia／Ofyourleftear,outofthewind,,

Butsinceheisnowlyinginbmkenpieces,sheneedstorevivehimfimst

inoTdertogetthisprotection・OwingtothegTeatdamagetothestatue

anditsenormousness,shekeepsstrugglingwiththiscolossusfather：

IshaUnevergetyouputtogetherentirelyo

Pieced,glued,andproperlyjointed

Thirtyyearsnowlhavelaboured

Todredgethesiltfromyourthroat、

Ｉａｍｎｏｎｅｔｈｅｗｉｓｅｒ．



５６

ＳｈｅｃａｎｎｏｔｒｅｖｉｖｅｈｉｍａｔａｌＬＳｈｅｃａｎｎotgetprotectionfTomheTfather

ｅｖｅｎｉｎｔｈｅｉｍａｇｅ・

HereaviciouscircIeisproducedinher・Themoreshestrives

toobtai、protection,themoredeeplyshegetsinvolvedinherdead

father,ｓｉｍａｇｅＴｈｅｍｏｒｅｓｈｅｃｌｉｎｇｓｔｏｔｈａｔｉｍage，ｔｈｅｍore

difficultitbecomesforhertoproveherownidentity・Then,asshe

possessesnosecureidentity，ｓｈｅcannotheIpdesirmgprotectionanｄ

ｃｏｍｅｓｔｏｓｔｒｕｇｇｌｅｈａｒｄｅｒｔｏｇｅｔｉｔ，Ｉｎｈｅｒ,protectionandidentityare

inquiteacloseandtangledreIationofreciprocity．

“TheCoIossusD，mentionedaboveisanexampleofapoeminwhich

suchaviciouscircleisclearlyseenThesuccessofrevivingthestatue

shouIdpromisehernotonlyprotection・Itshouldalsoenableherto

proveherownidentity・Ｓｈｅｈａｓｗａｎｔｅｄｈｉｍｔｏｏｐｅｎｈｉｓｍｏｕｔｈａnｄ

ｓｐｅａｋｔｏｈｅｒ（"…Ihavelaboured／ＴｏｄｒｅｄｇｅｔｈｅｓｉＩｔｆｒｏｍ［the

Colossus's］throat，');shehaswantedhimtoopenhiseyesandseeher

figure("TomendtheimmenseskuIl・platesandclear／thebald,white

tumuIiof［theColossus's］eyes，,)．AsHolbrookremarks,“Sincehe

doesnotrenecther,shefearsshecannotexist.，，loltisatragedythat

heridentitybasisissodependentonthisruinedcoIossusUforitcan

neverberepairedaTldrevivedinacompIeteform

ConcemingPlath，sprotectionandidentityproblems,weshouldnot

forgettheexistenceofhermotheT、Hermothertooisapersonthat

couIｄｈａｖｅｇｉｖｅｎｈｅｒａｓｅｎｓｅｏｆｂｅｉｎｇｐｒｏｔectedandhavehelpedherto

proveheridentity，

PIath,smotherAureliaShoberwasbominBoston，Massachusetts

butofAustrianparentsAtherhusband，sdeath,ｓｈｅｗｅｎｔｔｏｗｏｒｋａｓ

ａｔｅａｃｈｅｒｉｎｏ｢dertosupportherfamily，Ｉｔｓｅｅｍｓｄｉｆｌｉｃｕｌｔｔｏｃｏｍｍｅｎｔ

ｏｎｈｏｗAureliaShoberinHuencedPlath,D1forPIath，srelationshipwith

hermotherisnotsooutstandingastherelationshipwithherfather・

ＢｕｔａｓｆａｒａｓｔｈｅｉｍａｇｅｓａｐｐｅａｒｉｎｇｉｎｈｅｒｗｏrksareconcernedDthe

reIationshipbetweenPlathandhermotheralsｏｈａｓｓｏｍｅｆｌａｗ－ａｔ

ｌｅａｓｔＤｗｈｅｎｉｔｃｏｍestoidentityandprotectionltisnaturalthatagir】
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whocannotreceiveanyassuranceofthesefromherfathershouIdtry
togetthemfromhermothertoagreaterorlessextent・ThisisexactIy
Plath，scaseButhereagain,herworIdcontrastswiththeworldofthe
foetusinmYou，Te，,．

HoldTookpointsoutthatan“unbombabyD，lurkswithinPlath・Ｔｈｅ
“unbombaby,”ｗｈｏ“surfacesofteninherpoetry,ａｎｄｉｎｈｅｒｎｏｖｅＩ,，,
indicatesherfailuretoestablishberidentity・lzOppositetothefoetus
in“You，re，，manifestingitsownvivididentity，ｔｈｉｓ“unbombaby,”
namely1Platb,continuestoutter，“Isitherewithoutidentity・''１３１，
"TheStones,,,ｓｈｅｗ｢ites:"Qrunkasafoetus／Isuckatthepapsof
darkness.,，Ｈｅｒidentityisvagueandunstableasifsheweredrunken

andhadlostasenseofdirectioninthedarkHerinabilitytogetaclear
identitymakesherremaininthedarkworld

ThedarksurroundingPIathstandsforherinsecurityaswelLInthe
mother-daughterrelationshipdescribedin“You,re,，,thedarkaround

thefoetus［Frieda],asalreadyexpIained,meanstheprotectionbythe
mother，ｓｗｏｍｂａｎｄｐｒｏｍｉｓｅｓｉｔｓｆｕｔｕ｢epossibilitiesThusthefoetus
vigｏｕｒｏｕｓｌｙｃｒｉｅｓｙｅｓｔｏｌｉｆｅＢｕｔｏｎｔｈｅcontrary，inthemother･
daughterrelationshipbetweenAureliaandSylviaPlath，thedark
makesthedaughter［Plath］uneasyandfrightenedlnherautobi０．
graphicnoveLmeaﾉﾉﾙｧ,theheroineattemptssuicideinthedark・
nessofthecellar，Inthatscene，shewTites：“…throughthethick，
ｗａｒｍ，furTydark，avoicecried，‘Mother!"，IoTheremusthavebeen

aninstinctivewishforbeingprotectedbyhermotherwithinPlath,an
unbo｢nchildEvenatthemomentwhenshesaysnotolifeandattempts
toeraseoｕｔｈｅｒｉｄｅｎｔｉｔｙｂｙｈｅｒｏｗｎｈａｎｄｓ，shecannotheIpcrying
"Mother1,,inthedarkmess,askingforprotection，

Yethermothershowsneitheranyresponsenoranyinterestatsuch
acrucialmoment、Plathsaysin“Edge”whichwaswrittenintheIast
Weekofｈｅｒｌｉｆｅ：

EachdeadchiIdcoiled,awhiteserpentO
OneateachlittIe
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Pitcherofmilk,ｎｏｗempty、

Shehasfolded

Thembackintoherbody､．．

Ｔｈｅｍｏｏｎｈａｓｎｏｔｈｉｎｇｔｏｂｅｓａｄａｂｏｕｔ，

Ｓｔａｒｉｎｇｆｒｏｍｈｅｒｈｏｏｄｏｆｂｏｎｅ．

Ｓｈｅｉｓｕｓｅｄｔｏｔｈｉｓｓｏｒｔｏｆｔｈｉｎｇ、

HerbIackscrackleanddrag．

Ｔｈｅｍｏｏｎｉｓｏｆｔｅｎｕｓｅｄａｓａｓｙｍｂｏｌｆｏｒｔｈｅｍｏｔｈｅｒｉｎｈｅｒｐｏｅｍｓ・

HoIbrookremarks：“…thereisasuddenburstofvengefulhatedirect・

edatherownmother.…Farfrombeing`cool,ａｎｄ`objective，thepoem

revealsaseethinghatred，ｆｒｏｍｗｈｉｃｈｔｏ‘payout1themother….，IU5

Thefollowingpassagefrom“Daddy，Dmanifestlysupportsthisaspect：

ThesnowsoftheTyroLtheclearbeerofVienna

Arenotverypureortrue

WithmygypsyancestressandmyweirdIｕｃｋ

ＡｎｄｍｙＴａｒｏｃｐａｃｋａｎｄｍｙＴａｒｏｃｐａｃｋ

ｌｍａｙｂｅａｂｉｔｏｆａＪｅｗ．

Plathreferstohermother0sAustrianbackgroundl61fHolbrook,s

wordsareapplied,ｓｈｅ“paysoutthemother，，herebydenouncingthe

mother,sbackgroundandthemotherherselfａｓｂｅｉｎｇ“notverypureor

true.”WhenshecallsherseIf“ａｂｉｔｏｆａＪｅｗ''rathermasochistically，

sheexpressesherrepugnanceandgrudgetowardheTownmother・

PlathcannotbutcompIainthathermotherwhoiscalIousIikethemoon

i、“Edge，'ｉｓａｌｉｅｎｔｏｈｅｒａｆｔｅｒａＩＩａｎｄｉｔｉｓｈardforhertoacceptsuch

abackgToundandsuchamother、

Thus,givenneitheridentitynorprotection0Plathcomesbacktoher

deadfather:"Ａｔｔｗｅｎｔｙｌｔｒｉｅｄｔｏｄｉｅ／Ａｎｄｇｅｔｂａｃｋ,back,backto

you，'（"Daddy,')．Theviciouscirclewhichoccursinherseekingafter
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identityaxudprotectionmakesherlapseintothedarknessdeeperand
deeper,ｌｉｋｅｔｈｅｈｅｒｏｉｎｅｏｆｍｅＢＷルブｗｈｏｆｅｅｌｓ“…ａｓｉｆ［she］
werebeingstuffedfartherandfartherintoablack，airlesssackwith

nowayout''(144)．Ironically,sheheadstowardjusttheoppositesｉｄｅ
ｏｆｌ`protection1,ａｎｄ“identity.,D

IfP1athshouldsucceedingettingasecuresenseofprotectionand
identity,ｉｔｓｈｏｕｌｄｌｅｔｈｅｒｆｒｅｅａｎｄｍａｋｅｈｅｒｓｔ｢ongasanindependent
maturebeingintheendSincetheimageofherfatherisameanstoget
suchprotectionandidentity,ｓｈｅｈａｓｈｅｌｄｏｎｔｏｉｔｆｏｒａｌｏｎｇｔｉｍｅ・But
itseemsthatshehastooobsessedlyheldontoit，AsaresultDshecomes
tofeelasifsheweresuffOcatedinit：

…blackshoe

lnwhichlhavelivedIikeafoot

Forthirtyyears,poorandwhite，

BarelydaringtobreatheorAchoo・

Ich,icb,ich,ichD

Icouldhardlyspeak

SobIacknoskycouldsqueakthrough (`Daddy，'）

SheisIiterallyconfinedinherfather'simagewherethereisnoair,ｎｏ
light,ｎｏfreedom,ａｎｄ“ｎｏｗａｙｏｕｔ.,I

Thenwenoticethathervainstruggletogetprotectionandidentity
causesadesperatestateofmindonherasakindofsideeffecLHer
desperatｉｏｎｌｅｔｓｔｈｅｅｍｏｔｉｏｎｏｆｈａｔｅｄｏｍｍａｔｅher，Ｉｔｉｓｓｉｍｉｌａrtothe

hatedirectedathermotherDｂｕｔｍｏｒｅｆＵｒｉｏｕｓａｎｄｍｏｒｅｔｒａｇｉｃａｔｔhis
time：

Ｙｏｕｄｏｎｏｔｄｏ,ｙｏｕｄｏｎｏｔｄｏ

Ａｎｙｍｏｒｅ,…

●､●●
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Daddy,Ｉｈａｖｅｈａｄｔｏｋｉｌｌｙｏｕ、

Ｙｏｕｄｉｅｄｂｅｆｏｒｅｌｈａｄｔｉｍｅ－

Iusedtopraytorecoveryou・

Ａｃｈｄｕ．

There，sstakeinyourfatbIackheart

Andthevil1agersneverlikedyou・

Theyaredancingandstampingonyou・

TheyalwaysAF9oezuitwasyou． ("Daddy,，）

ShehasalreadyrecognizedthatthecrackedcoIossusdoesnotprotect

herbutthreatensherexistenceandtｈａｔｈｅｄｏｅｓｎｏｔｈｅｌｐｈｅｒｔｏｐｒｏｖｅ

ｈｅｒｏwnidentitybutabsorbsherintohisidentityitseIfSheshoutsat

herdeadfatherwho,ｓｈｅｋｎｏｗｓｎｏｗｖｅｒｙｗｅＩＩ,neverlistemstoher：“I

amyouropus,／ＩａｍｙｏｕｒｖａＩuable,／ThepuregoIdbaby／Thatmelts

toashriek,，("LadyLazarus,')．Thepossessivepronoun"your,，testifies

toidentity,ａｓｉｔｉｓｕｓｅｄｆｏｒｔｈｅｆｏｅｔｕｓｉｎ“You,Te.”Butthispossessive

pronounrunsidlehereHeridentity，whichshouIdbeprovedbyit，

``ｍｅＩｔｓｔｏａｓｈｒｉｅｋ.，,Wehearberdesperatevoicein“Daddy”：“The

blacktelephone'ｓｏｆｆａｔｔｈｅｒｏｏｔ,，，“Daddy，daddy，ｙｏｕbastard，１，ｍ

through.,，Thecolossusfatherwhomsheo`usedtopraytorecover”for

heridentityandprotectioncｒａｓｈｅｓｄｏｗｎｉｎｔｈｅｃｅｎｔｒｅｏｆｈｅｒｍｉnd

Thisisacrisisforher、Sheconfesses：“Ｉｄｏｎｏｔｋｎｏｗｗｈｏｌａｍ,where

lamgoing.…,，】７

1Ｖ

ＨｅｒｅｏｗｅｂａｖｅｔｏｃｏｎｓｉｄｅｒｔｈｅｒｏｌｅｏｆherhusbandTedHughes

because，accordingtoPlath，ｓｏｗｎｃｏｍｍｅｎＬｈｅｉｓｔｈｅｍａｎｗｈｏ“…

filledsomehowtbathugehoIe［she］feltinhavingnofather､''1．Ｂｕｔ

"thathugehole，，shouldhavebeennot“somehow”ｂｕｔｗｅＵｆｉｌｌｅｄｕｐ・

HugheswasnotaproperpersonafteｒａＵｔｏｆｉｌｌ“thathugehoIe”within

Plathcausedbyherhavingnoproperfather，ｎｏｐｒｏｐｅｒｓｅｎｓｅｏｆ
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protectionandidentity・

ThefoUowingpassagewrittenbyPlathseemstocharacterizethe

qualityofthereIationshipbetweenherandHughes・Ｉｔｉｓａｂｏｕｔｔｈｅ
ｓｃｅｎｅｏｆｈｅｒｍｅｅｔｉｎｇＨｕｇｈｅｓｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅｉｎｌ９５６：

Thentheworstthinghappened,thatbig,dark,hunkyboy,theonIy
onetherehugeenoughforme,…ｗｈｏｓｅｎａｍｅｌｈａｄａｓｋｅｄｔｈｅ

ｍｉｎｕｔｅｌｈａｄｃｏｍｅｉｎｔｏｔｈｅｒｏｏｍｂｕｔｎｏｏｎｅｔｏｌｄｍｅ,ｃａｍｅｏｖｅｒ

ａｎｄｗａｓｌｏｏｋｉｎｇｈａｒｄｉｎｍｙｅｙｅｓａｎｄｉｔｗａｓＴｅｄＨｕｇｈｅｓ…Ｗｅ

ｓｈｏｕｔｅｄａｓｉｆｉｎａｈｉｇｈｗｉｎｄ…ａｎｄｌｗａｓｓｔａｍｐｉｎｇａｎｄｈｅｗａｓ

ｓｔａｍｐｉｎｇｏｎｔｈｅｆloor,ａｎｄｔｈｅｎｈｅｋｉｓｓｅｄｍｅｂａｎｇｓｍａｓｈｏｎｔｈe

mouthandrippedmyhairband…．Ａｎｄｗｈｅｎｈｅｋｉｓｓｅｄｍｙｎｅｃｋｌ
ｂｉｔｈｉｍｌｏｎｇａｎｄｈａｒｄｏｎｔｈｅｃｈｅｅｋ,ａｎｄｗｈｅｎｗｅｃａｍｅｏｕｔｏｆｔｈｅ

ｒｏｏｍ,bloodwasrunningdownhisface・Ｈｉｓｐｏｅｍ“ＩｄｉｄｉｔｌＬ'’
Suchviolence,ａｎｄlseehowwomenliedownforartists…．Andl

screamedinmyself,thinking：ｏｈ,togivemyselfcrashing,fighting，
tOyOU,1９

Severalmonthslaterafterthisencountertheygotmarriedunderan

unluckystar・Plath，ｓｌａｔｅｒｐｏｅｍｓｂｉｔｔｅｒｌｙｔｅＵｕｓｔｈｅｆａｉlureoftheir

reIationship・Ｉ、“Daddy,”shecomparesherhusbandtothevampire：
"Thevampire…drankmybIoodforayear,／Sevenyears,ifyouwant
toknow.”Shemoansthatsheismadeavictimofthevampire,namely，
HughesOnceherbitemade"blood…runningdownonhis［Hughes，］
cheek；”nowherheartisbleeding-notforapassionatekiss(orbite）
butbecausehe"Bit…［her］prettyredheartintwo"("Daddy,').She
swearsherrevengewithasmuchardourasthatwhichsheonce

expressedinherlovetowardhim："Outoftheash／Irisewithmyred
hair／Andleatmenlikeair''("LadyLazarus'')．Thevampirehusband
isfarfromamanwhocanIetherfreefromherIifelongobsessionand
turnherfroman``unbornbaby'，intoastrongindependentaduIt，Plath，s

feelingthatHughes“filled…thathugehole,，insideher，issurelyan
iIlusion，Hugheshasneverfilleditbygivingherasenseofprotection
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orofherownidentity

lronically,however,ＴｅｄＨｕｇｈｅｓｈａｄｓｕｃｈａｐｏｗｅｒａｎｄｓｕｃｈａstature

astoreplaceherfather・qnthisironicalsense,ｗｅｍａｙｓａｙｔｈａｔｈｅ

ｆｉｌｌｅｄｓｏｍｅｂｌａｎｋｓinhermind,indeed.）Ｏｎｃｅagain,theimageofher

deadfatherwhoobsessedheremerges,overlappedwithHughes、Plath

herselfadmits,"Imadeamodelofyou［Daddy],／Amaninblackwith

aMeinkampflook／AndaIoveoftherackandthescrew.／Ａｎｄｌｓａｉｄ

ｌｄｏ,Ｉｄｏ"("Daddy")．Ｉｎｈｅｒｐｏｅｍｓ,shecallsherhusbamdbythesame

names,avampire,aNazLGod,orHelTLucifer,asaregiventoher

deadfather，Ｈｅｒｃｏｍｍｅｎｔｏｎｈｅｒｈｕｓｂａｎｄ－"Suchviolence,ａｎｄｌｓｅｅ

ｂｏｗｗｏｍｅｎｌｉｅｄｏｗｎｆｏｒａｒｔｉｓｔｓ''一isoverlappedwithherutterancein

"Daddy”that`oEverywomanadoresaFascist.”HughesisaftｅｒａＩｌｔｈｅ

"cTackedcolossus，，fromwhomsheconsciouslyorunconsciousIy

expectstoreceiveprotectioninvainandwhonearIysuffocatesherand

drivesherintoadesperatestateofmindasaresuIt．Ｉtisverysymbolic

thatsuchpoemsas“Daddy,,ａｎｄ“LadyLazarus”whereherdead

father'ｓｉｍａｇｅｉｓｄｏｍｉｎantwerewrittenafterhermarTiagewithTed

Hughes・

ＡｓｌｏｎｇａｓＨｕｇｈｅｓｉｓｔｂｅ“crackedcolossus,，,Plath,smarriedIife

cannotbutberecogmizedasbeingunstable・Andthiscolossustoo

leavesherintheendWithhisleaving，shevirtuallylosesherIast

possibleprotectionandthecrackedbasisｏｆｈｅｒｉｄentity・SheisutterIy
helplessnow、Ｔｈｉｓｔｉｍｅ，ｉｎａｄｄｉｔｉｏｎｔｏｈｅ「fuHBdamentalwezHkness

owingtothelackofprotectionandidentity,sheistotallyexhausted・

Ｈｅｒｋｅｅｎｓｔｒｕｇｇｌｅｓｕｐｔｏｎｏｗｈａｖｅｓｔｒainedhernewestoomuchand

toolong．

“Bauoons，Dwrittensixdaysbeforeherdeathsuggestshowhardthe

rｅａｌｉｔｙｈａｓｔｕｒｎｅｄｏｕｔｔｏｂｅｆｏｒｈｅｒ，Ｓｈｅｉｓｓｕ｢roundedby“dead

fumiture,,，“Strawmats，whitewaIls''－．epressionandemptiness・

Therefore，sheIetsthebaIloonsstayIJ`Ｔａｋｉｎｇｕｐｈａｌｆｔｈｅｓｐａｃｅ,,，

againstsuchsurroundings・ThebaIIoonsare‘`celebratedforbeing
themselves,forlivingwiththemotherandherchildremsinceCh｢istmas，

forkeepingthemcompany・''2oMaybebecausethispoemisalso
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addressedtoberdaughterFriedawhｏｉｓｔｗｏｙｅａｒｓｏｌｄｎｏｗ,itstoneis

affectionateandhumourｏｕｓｓｉｍｉｌａｒｔｏｔｈａｔｏｆ“You,re'，：

GuileIessamdclearD

Ovalsoul､animals，

Takinguphalfthespace，

Movingandrubbingonthesilk

●■●■

Whenattacked,thenscootingtorest,barelytrembIing・

Yellowcathead,bluefish-

Suchqueermoonsweliveｗｉｔｈ

ThebaIloonsare“DeIighting／theheartlikewishesorfree／Peacocks

bIessing／O1dgroundwithafeather/Beateninstarrymetals.”

Ｂｕｔｗｅｃａｎｎｏｔｆｅｅｌａｓｍｕｃｈｄｅｌｉｇｈｔａｓｓｈｅexpressesltisbecause

thereaIwaysIurkssomerealizationthattheballoonsarefragileand

easiIybreak("Givingashriek,”“、aking／hisbaUoonsqueak',）In

fact1aballoonisbrokenbyherlittIesoninthelaststanza：`iSeeming

tosee／Afunnypinkworldhemighteatontheothersideofit,／He

bites.”Asaresult,ｏｆcourse,hersonhaslosta“funnypinkworld，Oand

sits“Contemplatingaworldclearaswater.”Nothingpink，nothing

cheerful,nothinghopeful,butjustacIearrealityisleft．“Are｡／Shred

in…littlefist''一thebrokenwishes,thebittenheart,thefailures》and

despair-thisistherealityforPlath

Thenshegivesupseekingprotectionandidentity，Tocontinueto

strugglewithherobsessionisnolongerpossiblｅｆｏｒｈｅｒ、Ｗｅａｒｅ

ｒｅｍｉｎｄｅｄｏｆ“TuIips,''０neofhermostweIl･knownpoemsDwhichbegins
withthepassage“Thetulipsaretooexcitable,itiswinterhere.／Look

howwhiteeverythingis,ｈｏｗquiet,howsnowed-in.，,Whenshewrote

thatearlierpoem,shehadbeenbothphysicalIyandmentalIyexhausted

owingtomiscarriageandappendicitis・Shesayslyingonthebedin

hospital，“IamleamingpeacefUlness,lyingbymyselfquietly…Iam

nobody.，,Anesthetized,shegetsasenseofbeingreleasedfromherpast，
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herTesponsibilitiesandherreality，Thenshethinks：“Ｉａｍａｎｕｎｎｏｗ，

Ihaveneverbeensopure,，,detachedfromaUtheworldlymatters・But

ofcourse,theeffectoftheanestheticthatcaｎｍａｋｅｈｅｒ“pure'，doesnot

Iastsolong・AnnetteLave｢ｓｒｅｍａ｢ｋｓｔｈａｔ“…innocence…forthe

adultcanonlybeobtainedinfoTgetfulnessamdanmihilation.…''21

ＮｏｗＰＩａｔｈｓｔａｎｄｓａｔｔｈｅｐｏｌａｒｓｉｄｅｏｆＩ`You,re,,,ｔｈｅworldofprotection

andidentity，ShedestroysherselfimsteadofprotectingherseIf，she

effacesherselfinsteadofprovingherownidentity：

Ｎｏｗｌｈａｖｅｌｏｓｔｍｙｓｅｌｆｌａｍｓｉｃｋｏｆｂａｇgage-

lhaveletthingsslip,athirty-year-oldcargoboat

Ｔｈｅｙｈａｖｅｓｗａｂｂｅｄｍｅｃｌｅａｒｏｆｍｙｌｏｖｉngassociations

lwatchedmyteaset,mybureausoflinen,mybooks

Sinkoutofsight,ａｎｄｔｈｅｗａｔｅｒｗｅｎｔｏｖｅｒｍｙｈｅａｄ．

ldidn,ｔｗａｎｔａｎｙｎｏｗｅｒｓ,Ｉｏｎｌｙｗａｎｔｅｄ

Ｔｏ１ｉｅｗｉｔｈｍｙｈａｎｄｓｔｕｒｎｅｄｕｐａｎｄｂｅｕｔｔｅｒｌｙｅｍｐｔｙ・

Ｈｏｗｆｒｅｅｉｔｉｓ,ｙｏｕｈａｖｅｎｏｉｄｅａｈｏｗｆｒｅｅ－

Ｔｈｅｐｅａｃｅｆulnessissobigitdazesyou，

ItiswhatthedeadcloseonIfinally；Iimaginethem

Shuttingtheirmouthｓｏｎｉｔ,IikeaCommuniontablet．（"Tulips，,）

Withhersuicideinl9630Plathfinallysetherselffreefromher

obsessivestruggIetogetprotectionandaｓｅｎｓｅｏｆｈｅｒｏｗｎｉｄｅｎｔｉｔｙ

ｗｈｉｃｈｈａd1astedthroljghoutberlife．Ｉ、“forgetfulnessandannihiIa･

tionj,Ｄｔｈｅｗｏｒｌｄｏｆ``You，re，,wastotallyburnedoutthen．

Ｖ

Ｐｌａｔｈｏｆｔｅｎｕｓｅｓｔｈｅｉｍａｇｅｓｏｆｔｈｅｆｏetus，ｔｈｅｂａｂｙａｎｄｔｈｅｃｈｉＩｄ

Ｔｈｅｓｅｉｍａｇｅｓａrefundamentallypositiveones,andcouldbeexpected
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toyieldamotifofpurity，ｌｉｆｅforce，beginning,ｏｒｈｏｐｅｌｎＰｌａｔｈ，s

poems,however,theydonotnecessarilycreateapositivetoneRatherj

theyareoftentaintedwithsomeominousnessorsomeanguished

feeling・AsaIreadydiscussedDPlathisastruggling“unbornbaby”who

possessesneitherclearidentitynorsecureprotection,forherfatheris

abrokencoIossusandhermotherisacaUousmoon、ThechiIdimagery

renderedthroughｓｕｃｈａｗｏｍａｎ,ｓｖｏｉｃｅｉｓ,therefore,“oftencombined

withotherswhichgreatlydiminishthispositivevaluelandcaneven

makeitcompletelynegativeithechildthemeisthenusedtoreinforce

guilt,fearanddespalr．
・DD22

Butin“You，re,，，wedonotseeanynegativequalityinitschild-theme・

ＩｔｉｓａｆａｃｔｔｈａｔＰｌａｔｈｃｏｕＩｄｗｒｉｔｅｓｕchacloudlesspoemas“You，re,,

wherethechiId･themefUlIyfunctionsinitspositiｖｅｉｍａｇｅ“You，Te，，

fiⅡｅｄｗｉｔｈｃｒｉｅｓｏｆ“Yes,,ｔｏＩｉｆｅｔｅＵｓｏｆPlath，spossibility,ｄｅｌｉｇｈｔａｎｄ

ｈｏｐｅｉｎｈｅｒｏｗｎｌｉｆｅｌｒｏnicaⅡy,ｔｈｉｓ“exceptional,,poemdeepenstbe

bitteranddesperatetonesoftheotherpoemswhichaTegeneraUy

admittedasconstitutinghertone・Itissadthattheauthorof“You，re,”

apoemoftheecstasyofmotherhoodandwomanhood，ｈａｄｔｏｋｉｌｌ

ｈerselfoleavingherchildrenbehin｡．Ｏwingtoherfailureingetting

secureprotectionandasenseofidentity,ｓｈｅｃｏｕｌｄｎｏｔｋｅｅｐｔｈｅｃｒｙｏｆ
"Yes''ｔｏＩｉｆｅ・A1iciaOstrikerwrites：

Ialsosharedherunderstandingofmatemalloveandecstasyin

poemsｌｉｋｅ“Ｍｏ｢ningSong，,ｏｒ“Ｂａ】１００，s,,'herfiercegraspoflife

inpoemslike“TuIips,，,thecelebrationofwomanhoodandrebirtb

thatclosesthebeepoems.…Ｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｔｈｉｓｗｏｍａｎｋｎｅｗｔｈｅ

ｎａｔureofspecificfemaIepleasures,howevertenuously，however

theyfailedtosaveherDmadｅｔｈｅｄｏｗｎｗａｒｄｓｐｉｎｏｆｈｅｒｗｈｉｒＩｐｏｏＩ

evenmoreseductivetomymind29

Thisimpressiveremarkmustbesharｅｄｂｙａｌｌｗｏｍｅｎｒｅａｄｅｒｓａｎｄｃａｎ

ｂｅｕｎｄerstoodbyaIlherTeaders,maleandfemale・Lifeisthemixture

ofIoveandhate0deIightanddejection，affirmationandrejection．
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PIath，ssensibilitystoppedherfromcontinuingsuchalifeButonthe

otherhand，ｈｅｒ“weakness，，endowedthetensionbetweenloveand

hate,。e】ightanddejection,oraffirmationandrejectionoflifewith

intensity・ＩｔｉｓＴｅｄＨｕｇｈｅｓｗｈｏｓａｙｓ“Ｓｈｅｈａｄｎｏｎｅｏｆｔｈｅｕｓｕａｌ

ｇｕａｒｄｓａｎｄｒemotecontrolstoprotectherselffromherownreality.”

Hecontinues：“Ｉｎｈｅ｢,aswithperhapsfewpoetsever,ｔｈｅnature,the

poeticgeniusandtheactiveself,ｗｅｒｅｔｈｅｓａｍｅＭａｙｂｅｗｅｄｏｎ，tneed

psychoIogicaIexplanationstounderstandwhatadifficultandpeculiar

destinythatmeans・''24

1,"You,Te/,P1athwrites:"Vagueasfogandlookedforlikemail1，

ＤｉｄｓｈｅｒｅａｌｉｚｅｗｈａｔｓｈｅｈａｄｂｅｅｎｒｅａUylookingfor？Sheshiftedthe

unsatisfiedwishtobelovedintosuchsortofemotionasindigmtionor

hatredSheexpressedherneedｔｏｄｅｐｅｎｄｏｎｓｏｍｅｏｎｅｂｙｃｒｏｓｓｍｇｏｕｔ
●

berownexistence･Ｔｈｅｆｏｅｔｕｓｉｎ‘`You，re,,,namely，herfirstchiId

Frieda，ｗａｓｂｏｍａｔｈｏｍｅｏｎｔｈｅｆｉｒｓｔｄａｙｏｆＡｐril，accordingto

Hughes，words，“withoutanaesthetic，withgreateaseandspeed，at

exactIysunrlse．、’'３５ＴｈｅｆｉｒｓｔｄａｙｏｆＡｐｒｉｌｗａｓｔｈｅｄａｙｗｈichPlath

"regularlymaｒｋｅｄａｓｔｈｅｆｉＴｓｔｄａｙｏｆＳｐｒｉｎ9.,,26Ｎｏｔｗａｉｔｉｎｇｆｏｒｔｈｉｓ

ｄａｙｔｏｃｏｍｅａgain，ｉｎ1963,SyIviaＰｌａｔｈｅｎｄｅｄｈｅｒｌｉｆｅｏｎｏｎｅｃｏｌｄ

ｗｉｎｔeTmoming．
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甲南英文学会規約

第１条名称本会は，甲南英文学会と称し，事務局は，甲南大学文学部英文

学科に凪ぐ。

第２条目的本会は，会員のイギリス文学・アメリカ文学・英語学の研究を

促進し，会員間の親睦を計ることをその目的とする。

第３条事業本会は，その目的を逮成するために次の事業を行う。

１．研究発表会および識演会

２．機関誌「甲南英文学」の発行

３．役員会が必要としたその他の駆業

第４条鋤、本会は，つぎの会員を以て組織する。

１．一般会員

イ．甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）の修士課程の在

緬者，学位取得者，および博士課程・博士後期課程の在籍者，学

位取得者または単位修得者

ロ．甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）および甲南大学

文学部英文学科の専任教員

ハ．上記イ，ロ以外の者で，本会の会員の推薗により，役員会の承

認を受けた者

２．名誉会員甲南大学大学院人文科学研究科（英文学専攻）を担当，

して，退職した者

３．賛助会員

第５条役風本会に次の役員を漣く゜会長１名，副会長１名，評識員若干名，

会計２名，会計監査２名，編築委員長１名，幹事２名

２．役員の任期は，それぞれ，２年とし，匝任は妨げない。

３．会長，副会長は，役員会の推蘭を経て，総会の承認によって，こ

れを決定する。

４．評議風は，第４条第１項イ，ロによって定められた会員の互選に

よってこれを遡出する。

５．会計･会計監査，縄典委員長，幹事は，会長の推蘭を経て，総会

の承認によってこれを決定する。

６．会長は，本会を代表し，会務を統括する。

７．副会長は，会長を補佐し，会長に事故ある場合，会長の職務を代

行する。

８．評識貝は，会員の意志を代表する。



９．会計は，本会の財務を執行する。

１０．会計監査は，財務執行状況を監査する。

１１．幅集委貝長は，鬮築委員会を代表する。

１２．幹事は，本会の会務を執行する。

第６条会計会計年度は４月１日から翌年３月31日までとする。鞍お，会計

報告は，総会の承認を得るものとする。

２．会費は，一般会貝について年間6,000円とする。

第７条総会総会は．少なくとも年１回これを開催し，本会の皿要駆項を協

議，決定する。

２．総会は，一般会員の過半数以上を以て成立し，その決譲には出席

者の過半数以上の賛成を要する。

３．規約の改訂は,総会出席者の2/3以上の賛成に基づき,承認される。

第８条役員会第５条第１項に定められた役員で楢成し，本会の運営を円滑

にするために協議する。

第９条綱集委員会第３条に定められた事業を企画し実施する。

２．綱築委員は，綱築委員長の推爾を経て会長がこれを委嘱する。定

員は，イギリス文学・アメリカ文学・英語学各２名とする。鰯梨委

員長は，特別に専門委員を委堀することができる。

第10条顧問本会に顧問を皿くことができる。

本規約は，昭和59年12月９日より実施する。

この規約は，昭和62年５月30日に改定。



｢甲南英文学』投稿規定

１．投橘鎗文は未発表のものに限る。ただし，口頭で発表したものは，その

旨明配してあればこの限りでない。

２．鎗文は３部（コピー可）提出し，和文，英文いずれの論文にも英文のシ

ノプシス３部を添付する。ただし，シノプシスはＡ４判タイプ用紙65スト

ローク×15行（ダプルスペース）以内とする。

３．長さは次の通りとする。

イ．和文:,横曾Ａ４判400字詰め原稿用紙30枚程度

ロー和文：ワードプロセッサーまたはタイプライターでＡ４判15枚程度(１

枚40字×20行）

ハ．英文：タイプライター（ダプルスペース）でＡ４判25枚程魔（1枚６５

ストローク×25行）

４．衝式上の注意

イ．注は原稿の末尾に付ける。

ロ．引用文には，原則として，訳文はつけない。

ハ．人名，地名，密名等は，少なくとも初出の個所で原語名を轡くことを

原則とする。

二．その他については,イギリス文学,アメリカ文学の場合,AILAHtz"dbOOh

（｢ＭＬＡ新英昭箇文の手引き｣北星堂，1981)または７１ｈｃＡＨＺＡＳｂノル

ノMmu“八NewYork:ＭＬＡ,1985)に，英語学の場合，LinguisticlnquiTy

StyleSheet（Lip3gwAsfib〃9噸かvol､1）に従うものとする。

５．校正は，初校に限り，執笠者が行うこととするが，この際のllT正加華は，

必ず植字上の誤りに関するもののみとし，内容に関する訂正加鉦は認めな

い。

６．締切は11月30日とする。

７．投柚者は，投稿料を負担するものとする。



甲南英文学会研究発表規定

１．発表者は、甲南英文字会の会員であること。

２．発表希塑者は，発表要旨をＡ４判400字詰め原稿用紙３枚（英文の

場合は，Ａ４判タイプ用紙ダプルスペースで２枚）程度にまとめて，

３部（コピー可）提出すること。

3．詮衡および研究発表の割りふりは,｢甲南英文学｣翻築委員会が行い，

詮衡結果は，ただちに応募者に通知する。

4．発表時1mは，－人30分以内（質疑応答は10分）とする。

甲南英文学 」Ｗ､６
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